
生物多様性は持続可能な社会の基盤となるものであり、その保全には、自然に大きく影響を及ぼ
している私たちの暮らしや社会のシステムのあり方を見直していく必要があります。このプロ
ジェクトでは、「人も自然も共に生きる、社会づくりと人づくり」のあり方を探っていきます。
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2　Ⅰ . 活動概要

1 　本プロジェクトが目指すもの

生物多様性は持続可能な社会の基盤となるものであり、その保全には、自然に大きく影響を及ぼしている
私たちの暮らしや地域や社会のシステムのあり方を変えていくことが重要です。地域の自然やその風土に基
づく暮らしの知恵、そのうえに発展してきた地域独自の文化を大切に思える人や地域をどうやって育み、維
持していくのか。流域や生命地域圏（バイオリージョン）における循環型経済をどう組み立てていくのか。こ
れらの課題に取り組むには、研究者や専門家だけではなく、地域に暮らす人びとによる主体的な参加と自治、
多様な主体の連携と協働が欠かせません。つまり、自然科学的なアプローチだけでなく、ESD的なアプロー
チが重要なのです。
ESD-Jではそのような考えのもと、2010年10月に名古屋で開かれる「生物多様性条約第10回締約国会議

（CBD/COP10  CBD = Convention on Biological Diversity / COP = Conference of the Parties 10）」で国
際社会にESDとの連携を呼びかけること、生物多様性を大切にした地域づくりのための人材育成に取り組む
こと、そしてそのノウハウをテキストブックとしてとりまとめ、全国に普及していくツールを発行すること
を目的として、「ESD×生物多様性」をテーマにした3カ年事業（2009－2011）をスタートさせました。

2 　本プロジェクトの実施内容

【2009年度の取組み】
2009年度は、全国を10の地域ブロックに分け、ESD-Jの

会員の方たちに地域担当を担っていただきました。そして
秋から冬にかけて「ESD×生物多様性」のキーワードにフィッ
トする実践事例を各地域から1件選び、ヒアリング調査を行
い、生物多様性を大切にした地域づくりのなかの人づくり
や住民参加の側面に焦点を当てた報告をレポートしていた
だきました。また、冬から春にかけて、京都、金沢、北海道・
紋別の3地域で地域ワークショップを開催し、ESDや地域づ
くりに関心を持つ人とともに、事例報告をベースとしたESD
のあり方を議論する地域ワークショップを開催しました。
2010年2月13日には全国の実践から学びあう「ESD×生物

多様性」全国フォーラムを開催し、生物多様性保全につなが
るESDの姿を明確にしていきました。

＜報告書にとりまとめた 9 つの実践事例＞
北海道	 オホーツク・紋別におけるESDへの取組み
東北	 山田集落における自然学校の取組み
関東	 赤谷プロジェクト
東海	 藤前干潟保全活動に学ぶ
北陸	 SEP聖高エコプロジェクト
中国	 竹枝地区の「生きものの里づくり」

京都ワークショップ

「ESD× 生物多様性」全国フォーラム
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四国	 豊かな島“豊島”
九州	 鹿児島県重富干潟再生プロジェクト
沖縄	 沖縄やんばる3村による持続可能な地域づくりの取組み

【2010年度の取組み】
2010年春には、鹿児島県・姶

あい

良
ら

町、岡山市・竹枝地区、宮
城県・栗原市山田集落で地域ワークショップを開催しました。
そして、2009年に集めた9 件の事例から、生物多様性を大切
にした地域づくりを進めていくためにはどんな取組みが有効か
について分析を進めました。事例収集に携わったメンバーでの
ディスカッションに加え、地域づくりや国際協力の専門家によ
る分析も行い、ESD的アプローチの考え方やノウハウなどを整
理し、パンフレットを作成しました。
また、ESD-Jが事例調査等で協働してきたアジア5カ国の仲

間たちとインドネシアのスラバヤでワークショップを開催
し、生物多様性保全におけるESD的アプローチの重要性と、
CEPA（広報、教育、普及啓発＝Communication, Education 
and Public Awareness）との連携の必要性をアピールした文書
を取りまとめました。
10月には名古屋で開催されたCBD/COP10の国際会議場及

び生物多様性交流フェアにおいてこれらのアピール文書を配
布、アジアからのゲストを向かえ、国内の実践者やCBD事
務局、IUCN（国際自然保護連合= International Union for 
Conservation of Nature and Natural Resources）のCEPA担当
者らとともに、ESDと生物多様性CEPAの相乗効果をどうつ
くっていくかをテーマとした国際ワークショップを開催し、議論を深めることができました。
また、これらの活動と並行して、CBD市民ネットの開発作業部会（生物多様性と開発〜貧困･人権・地域づ

くり〜作業部会）にも参画。「生物多様性の保全と貧困問題の解決を、社会や文化の多様性と関連付けて実現
するために」という主旨のポジションペーパーを発表しました。
COP10後は、ESD的アプローチを地域の人材育成にどう生かしていけるかをテーマに議論を行い、2011

年度に実施する人材育成モデル事業のイメージや、そこで使用するテキストブックの構成などについて方針
をまとめました。

生物多様性交流フェア出展

国際フォーラム
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【2011年度の取組み】
3年計画の最終年を迎える「ESD×生物多様性」プロジェクトは、これまでの事例研究や取りまとめをベース

に、生物多様性を大切にした地域づくりを担う人材育成モデル事業を、夏〜冬にかけて3地域で実施しました。

＜ 3 つの人材育成モデル事業＞
地域とともに獣害を考える	 岡崎市立新香山中学校、愛知県総合教育センター
都市農山漁村交流で棚田の再生へ	 安房鴨川と板橋区高島平の住民グループ
世界の生物多様性を学べる動物園に	 愛媛県立とべ動物園、NPO法人園DEピース

	 NPO法人えひめグローバルネットワーク

また、東日本大震災被災地の復興・再生へのESD関係者の
取組みにも生物多様性の視点から注目しました。震災から
3ヵ月を経た6月には、仙台広域圏ESD・RCE運営委員会と
宮城教育大学の協力を得て、震災復興と生物多様性をテーマ
とした『震災復興×生物多様性×ESD 全国ミーティングin仙
台』を開催。仙台市教育委員会やNPO法人森は海の恋人、く
りこま高原自然学校、南三陸町歌津の結組織・伊里前契約会、
国際ボランティアセンター山形など、ESDを通してつながり
のある被災地の方たちから現状を報告いただき、ESDのネッ
トワークとしてできることを議論しました。そしてその後
は、3号にわたって発行した『ESD×生物多様性しんぶん』で、
震災復興に見る「ESD×生物多様性」の各地の動きをレポートしました。

そして、これら3年間の取組みの集大成として、ESDテキストブック『生物多様性を
大切にした地域づくりをはじめよう』を発行します。全国各地で、地域に暮らす人びと
が、地域の自然や生態系サービスと暮らしのつながりに気づき、生物多様性を大切に
した地域づくりに取り組んでいくためのプロセスを「地域を知る」「学びあう」「もちよ
る」「協働する」「合意をつくる」の5つに整理し、各主体からのアプローチ方法を示し
ています。
2012年度からは、以上の成果をとりまとめたウェブサイトも活用し、各地域での生

物多様性保全地域戦略づくりなどに活用していただくべく、普及していく予定です。

3 　本プロジェクトを担ってくださった皆さん　　					     （敬称略）

2009 年度
【地域担当者】	 北海道	 さっぽろ自由学校「遊」：小泉雅弘
	 東北	 くりこま高原自然学校：唐澤晋平
	 関東	 日本自然保護協会：芝小路晴子、茅野恒秀
	 中部	 ESD中部イニシアティブプロジェクト：村瀬俊幸

震災復興 × 生物多様性 ×ESD 全国ミーティング in 仙台

生物多様性を大切にした
地域づくりをはじめよう

生物
多様性編

認定NPO法人　持続可能な開発のための教育の10年推進会議 編  

わかる！ ESDテキストブック 3
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	 北陸	 いしかわ自然体験支援隊：森江章
	 	 金沢大学：鈴木克徳
	 近畿	 環境市民：下村委津子
	 中国	 ひろしま自然学校：志賀誠治
	 	 岡山の自然を守る会：友延栄一
	 	 岡山ユネスコ協会：池田満之
	 四国	 いきいき小豆島：萩本篤義
	 	 豊島学（楽）会 ：市村康
	 九州	 くすの木自然館：浜本奈鼓、浜本麦
	 沖縄	 国頭ツーリズム協会：山川安雄、大島順子

【地方 EPO 協力者】	 EPO北海道	 有坂美紀
	 EPO東北	 谷田貝素子、杉山ふじ子
	 関東 EPO	 後藤奈穂美
	 EPO中部	 新海洋子、桜井温子
	 きんき環境館	 原田智代、成山博子
	 EPO中国	 杉山利文、松尾健司
	 四国 EPO	 池田幸恵
	 EPO九州	 澤克彦

2010 年度
【分析検討ワーキングメンバー】		 あいあいネット：壽賀一仁
	 	環境文化のための対話研究所：嵯峨創平

2011 年度
【人材育成モデル事業】	 愛知県岡崎市	 岡崎市立新香山中学校：山内貴弘
	 	 愛知県総合教育センター：櫛田敏宏
	 千葉県鴨川市＆板橋区高島平	
	 	 グリーンアンブレラ：豊島大輝
	 	 鴨川二子棚田保存会
	 	 高島平総研
	 愛媛県松山市	 NPO法人園DEピース：木村和代　
	 	 東温市立川上小学校：谷村晴香
	 	 元鳥生小学校校長：丹下晴美
	 	 愛媛大学総合情報メディアセンター：中川祐治
	 	 四国環境パートナーシップオフィス：藤野紀子
	 	 愛媛県立とべ動物園：三橋英二
	 	 NPO法人えひめグローバルネットワーク：竹内よし子

2009-2011 年度
【ESD-J 理事、スタッフ】　森良、鈴木克徳、重政子、村上千里、野口扶美子
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4 　本プロジェクトの記録 〜『ESD╳生物多様性しんぶん』

オホーツク海沿岸の紋別市では、
長年漁業を営んできた畠山敏さ
んの、アイヌ民族の復権と海を守

るための思いにひきつけた持続可能な地
域づくりが始まりつつあります。さっぽろ自
由学校「遊」は、この中で関係者が互いに
学びあっていくプロセスを、ESDとして取り
上げ、「ESD×生物多様性」プロジェクト
の事例として紹介する予定です。
　持続可能な紋別を探る最初の一歩とし
て、2009 年9月、「遊」は、オホーツク・紋
別ESDツアー「オホーツクの森と海、そし
てアイヌ民族の歴史と現在」を実施しまし
た＊。ツアーでは、紋別の自然環境や文
化について地域の方々からお話を聞いた
ほか、アイヌの伝統的な手法を取り入れた
サケ漁を体験。その中で、改めて畠山さん
のお話を聞き、その活動の意義について
理解を深めることができました。
　畠山さんのお話には、２つのメッセージ
が込められていました。ひとつは、海を中
心とした紋別で、経済活動を成り立たせ
ながら、持続可能な形で海の資源を使っ
ていくことがこれからの地域をつくっていく

うえで求められていくこと。もうひとつは、
長い歴史の中で伝統的に資源をうまく活
用しながら、人と自然が折り合って生きて
いたアイヌの自然観に、これからの持続可
能な地域づくりのヒントがあり、この自然観
を現在の地域づくりの中にうまく融合して
いくことが、これまで長い間失われていた
アイヌの人びとの尊厳と民族としての権利
の回復にもつながるのではないかというこ
とでした。
　ツアーの経験を踏まえ、「遊」は、2010
年2月末にワークショップを企画していま
す。ワークショップでは、畠山さんのアイヌ
民族としての思いや、持続可能な紋別に
むけて既に取り組まれている活動を地域
の人びとと共有すると共に、先住民族の
視点を地域づくりに取り入れていくことが、
地域の自然の保全と人の生業との両立や
アイヌ民族の尊厳や権利の回復にどう結
びつくのか、そして尊厳や権利の回復が、
現代の社会の中で一体どのような意味を
持つのかを共に考え、今後の活動の方向
性を、一緒に探っていきます。   

（開催概要は裏面参照）

オホーツク・紋別ESDツアー

人も自然も共に生きる

ESD-Jでは、生物多様性保全と生業を両立させる国内の取り組みを、人づくりの視点から文書化し、事例をもとにハンドブックや生物多様性条約第10回締
結国会議への提言を作成する「ESD×生物多様性」プロジェクトを実施中。この「しんぶん」で、プロジェクト成果や関連情報を紹介しています（季刊発行）。

2010年冬号

復元された上藻別駅逓所では、東洋一といわれた鴻之舞
金山の歴史も展示。閉山後40年の今も、莫大な費用を
かけ、鉱山跡地から出て来る汚水を処理する作業が続く。

三室番屋では、昭和初期までのサケ・ニシン漁やホタテの
養殖の様子などを聞き、当時使われていた道具や衣類も
見せていただく。

有機農業・牧場を営む草鹿さんは、所有の森を「アイヌ伝
承の森」と名付け、アイヌの文化活動のために提供。近
隣の森に産廃建設が計画されており、森、海の自然生態
系への影響に不安を抱く。

ツアー最後のワークショップでは、ツアーの成果を整理し、
紋別や北海道の地域づくりにどう活かすかを議論。

流氷科学センター外のオブジェ。ピンクの棒は毎年の平
均気温、水色の棒は毎年の流氷の量を表す。年々、気温
が上がる一方、流氷が減っている。流氷が作ってきた豊か
な生態系も消失しつつある。

藻別川で、「マレク」を使ってサケを獲る畠山さん。追い
込み漁で捕獲したサケの一部を、畠山さんが「自然のほか
の生き物に返すんだ」といって、川に戻していた。

他の地域でも文書化のためのヒアリングが進んでいます！
　本プロジェクトでは、国内10地域のESD-J会員が窓口となり、生物多様性保全と生
業・暮らしを両立させるような地域づくりの活動を、教育的視点から取材し、文書化を進
めています。今回紹介の紋別以外にも、2009年11月～2010年1月の間に、香川県豊島
（地域窓口担当：いきいき小豆島）、鹿児島県重富干潟（地域窓口担当：くすの木自然
館）、群馬県赤谷（地域窓口担当：NACS-J）の取材にESD-J事務局が同行しました。

事例ヒアリングレポート

photo: 環境教育 NPO 法人 くすの木自然館

＊このツアーは、環境省北海道環境パートナーシップオフィスおよびNPO法人アジア太平洋資料センターの協力により、実施されました。

生物多様性を大切にした地域づく
り・社会づくりにつながる人づくり
（＝ESD）とはどういうものか？

　「ESD×生物多様性プロジェクト」をす
すめる全国の担当者が一堂に会する公
開・非公開会合を、2月13・14日に開催し
ました。
　雪に見舞われた初日の公開フォーラム
には、47名にご参加いただきました。プロ
ジェクトの担当理事の森良（NPO法人エ
コ・コミュニケーション代表）による「ESD
×生物多様性」事業の目的の共有、生物
多様性市民ネットによる「生物多様性条約
COP10（今年10月名古屋で開催）に向
けた市民の動き」についての情報提供で
公開フォーラムが始まりました。
　メインは全国9地域での「ESD×生物
多様性」の実践事例やワークショップの紹
介。生物多様性を大切にした地域づくり・
社会づくりにつながる人づくり（＝ESD）と
はどういうものか？そのカギとなる考え方
や視点などについて、参加者とともに議論
しました。
　「地域の人びとの生業を成り立たせる
仕組みづくりが第一で、有形・無形の生態
系サービスの恵みへの理解は次のステッ
プ」、「上流・下流を合わせた生命流域
で、生物多様性保全に根差した地域づく
りを考える」、「持続可能な地域づくりに参
画することが地域の人びとのアイデンティ

ティの再構築や権利の回復につながる」、
「生物多様性空間＝公共財産」というこ
とが指摘され、地域づくりと関連させた場
合の生物多様性の意味や、コーディネー
ターの位置づけや、地域という枠組みの
考え方などが整理されました。
　二日目の非公開フォーラムでは、10地
域の窓口担当者と、本事業に協力いた
だいている6地域の環境パートナーシッ
プオフィスの担当者が集まり、前日の公開
フォーラムの成果を踏まえ、じっくり議論を
進めました。
　議論の最大のポイントは、「開発と生物
多様性の対立を避け、地域の意識を変
え、地域の持続可能性に向けて合意をつ
くりだしていく」ために、何が重要かといっ
たことでした。本事業の事例で取り上げて
いる藤前（愛知）や重富（鹿児島）での干
潟干拓や、赤谷（群馬）のスキー場開発で
はない選択肢を地域の人びとが選んだ課
程には、住民が専門家とともに地域調査
に参加し「地域の宝」を見つけたことや、
あらゆる立場の住民が参画し、開発による
メリット・デメリットを検討する場があった
ことなどがあげられました。そして、その背
後で、地域のコーディネーターが重要な役
割を果たしたことを確認しました。
　今後は、公開・非公開会合の成果を踏
まえつつ、事例及びワークショップの成果
を整理・分析（6月）し、その成果をもとに、

アジアで持続可能な地域づくりやESDを
すすめるNGOとともに、途上国の持続可
能な地域づくりに貢献できるような視点を
抽出し、生物多様性条約COP10に向け
た提言を取りまとめます。（8－9月ごろ）ま
た、国内における生物多様性保全に根
差した持続可能な地域づくりの担い手を
育成するためのハンドブックの作成に着手
（10月～）する予定です。

持続可能な地域づくり・人づくりの視点から
生物多様性保全のありかたを議論

人も自然も共に生きる

ESD-Jでは、生物多様性保全と生業を両立させる国内の取り組みを、人づくりの視点から文書化し、事例をもとにハンドブックや生物多様性条約第10回締
結国会議への提言を作成する「ESD×生物多様性」プロジェクトを実施中。この「しんぶん」で、プロジェクト成果や関連情報を紹介しています（季刊発行）。

2010年春号

公開フォーラム最後に、参加者全員が「ESD×生物多様
性」へのそれぞれの考えを出し合いました。

会場から地域の取り組みについて質問・意見が多く出され
ました。

2月13・14日公開・非公開フォーラムから

「春を告げるスイセンとツクシ」　photo:くりこま高原自然学校

情報提供：環境省生物多様性地球戦略企画室、IUCN
日本委員会、CBD市民ネット

２００９年 開催地など

11月27日 第三次生物多様性国家戦略
策定 日本

２０１０年

1月6日 「ポスト2010年目標日本提案」
をCBDCOP事務局に提出 日本

2月中旬
ごろ

CBDCOP事務局、条約戦略
計画事務局案を各国に提示

3月1日～
5月31日 グリーンウェイブ2010の実施 日本

3月7日 環境省生物多様性地域対話
in仙台 仙台

3月20日
～21日

生物多様性EXPO2010 in 
大阪 大阪

3月21日
～22日

COP10プレ・コンファレンス
「新しい生物多様性目標を考
える」

名古屋

3月22日
～24日

ABSに関する特別作業部会
第9回会合

コロン
ビア

3月28日
シンポジウム「生物多様性保
全における拠点機関の役割
－COP10を契機として」

名古屋

3月28日
学習会「生物多様性って何？
～ COP10に向けて　ジュゴ
ンとともに～」

大阪

5月10日
～21日

SBSTTA（科学技術助言補
助機関）第14回会合 ナイロビ

5月13日
～14日

オープンフォーラム「流域圏と
生物多様性」 名古屋

5月24日
～28日

WGRI（条約実施レビューに
関する作業部会）第3回会合 ナイロビ

8月23日
～26日

生物多様性国際ユース会議 
in 愛知 2010 名古屋

CBD COP10カレンダー
COP10をめぐる世界、国、市民の動きをご紹介します。

来年10月に名古屋で開かれる「生
物多様性条約第10回締約国会
議（CBD/COP10）」を契機とし

て、持続可能な開発のための教育の10年
推進会議（ESD－J）では、「ESD×生物
多様性」をテーマにした3カ年事業（2009－
2011）を実施します。
　生物多様性は持続可能な社会の基盤と
なるものであり、その保全には、自然に大きく
影響を及ぼしている地域の暮らしや人のあ
りかたが大きな鍵を握ると、ESD-Jは捉えて
います。なかでも、研究者や専門家だけが
関わるのではなく、地域の自然保全や活用
に関する伝統的な知恵を持つ人びとや、さま

ざまな立場の関係者が関わり、互いに学び
あいながら、生物多様性保全に根ざした地
域を作っていくことが重要です。
　この事業では、日本各地で既に実施され
ている、生物多様性保全と生業・暮らしを両
立させるような地域づくり活動をとりあげ、人
づくりや住民参加の側面に焦点を当てて調
査・文書化をします。そして、現地で地域ワー
クショップを開催し、地域のESD実践者や生
物多様性保全活動を進める関係者と事例を
分析し、生物多様性保全につながるESDの
姿を明確にする議論をしながらネットワーク
を広げます。
　さらに、これらの活動をもとにESDの視点

からCBD/COP10に向けた提言を作成し、
日本国内および、特にグローバル化・急激な
近代化の中で日本と類似の課題に直面しつ
つあるアジア・アフリカにおける持続可能な
地域づくりに貢献して行く予定です。（進め
方は裏面をご覧ください。）

地球上には、森・里、川、海などさま
ざまな自然環境に適応して進化
した多様な生きものがいて、お

互いにつながりあい、支えあって生きていま
す。もちろん人間もそのつながりの一部です。
「生物多様性」とは、このようにさまざまな生
物がつながりあって存在をしている状態をさ
します。しかし、現代は、「第６の大量絶滅
時代」とも云われているように、人間の活動
によって、生物がかつてないほど大量にかつ
非常に早いスピードで絶滅し、生態系のバラ
ンスが崩れ、多様な生物に依存している人
間の足下も崩れつつあります。

　1992年に開催された地
球サミットでは、気候変動
枠組条約とともに生物多様
性条約が採択されました。
以降、締約国間での国際
会合が定期開催されてお
り、来年10月には、名古屋
でCBD/COP10が開催さ
れ、「2010年目標」の達成

度評価と、その後の目標が議論されます。
　生物多様性条約は、①地球上の多様な
生きものをその生息環境とともに保全する
こと、②生物資源を持続可能な方法で利用
すること、③遺伝子資源の利用から生ずる
利益を公正・衡平に配分することを目的に
しています。いずれの解決にも、消費者や
NGO/NPO、事業者など幅広い民間の人び
とが参画し、環境に配慮しない産業・農業活
動や、大量生産・大量消費・大量廃棄型の
社会経済活動などを見直すことが必要で、
来年のCBD/COP10でも、民間参画は重要
なテーマとして議論される見込みです。
　環境省でも、日本での会議開催を機に、そ
れぞれの生活や仕事と関連づけながら生物
多様性保全に取組んでいけるよう、幅広い
人びとに参画を呼びかける予定です。その
第一歩として、民間参画の重要性と各分野
の事業者による具体的な取組み事例を掲載
した「生物多様性民間参画ガイドライン」が
まもなく公表されます。ぜひともご活用くだ
さい。

「ESD×生物多様性」プロジェクトが目指すもの

せいぶつたようせいQ&A
生物多様性条約とは？
また、COP10では
どんなことが
議論されますか？

回答者▶
環境省自然環境計画課課長

星野一昭さん

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために、年4回発行されます。
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環境省生物多様性コミュニケーションワード
国、地方公共団体、ＮＧＯ等が作成するパンフレットやＷＥＢサイト、企業
広告などにこのロゴを使用していただけます。
詳しくは、生物多様性地球戦略企画室　電話：03-5521-8275
URL: http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=10447

全国9ブロックの地域窓口を担う
ESD-J会員や各地域の環境パー
トナーシップオフィスのESD担当

者など20名が、9月10日東京のESD-Jの事
務局に集まり、「ESD×生物多様性」プロ
ジェクト第一回地域窓口担当者会議を実
施しました。
　各地域で事例として取り上げる活動を共
有し、プロジェクトの目標、進め方、事例を執
筆する上で大切にしたい視点について、ま
る一日かけて、じっくりと議論しました。
　当プロジェクトの主な目的の一つが、生
物多様性条約第10回締結国会議（CBD/
COP10）へのESD分野からの貢献。プロ

ジェクトで取り上げる事例が、国内のみな
らず、アジア・アフリカの持続可能な地域づ
くりにも役立つものであるようにと、過去の
CBD/COPの議論における教育の位置づ
けや、また生物多様性保全に根差した地
域づくりの国際的な取り組みについての情
報も、会議で共有しました。
　各地の窓口担当者からは、干潟を地域
の共有財産にしていくための活動や、高校
生による里山保全活動、里山や干潟などの
開発をめぐる合意形成のプロセスの明確
化、先住民族の権利回復など、多様な事例
候補があげられました。（詳細は裏面参照）
　会議終わりには、以下のような視点を事

例執筆に盛り込むことで、国内外の地域で
活動する・したい人に役立つハンドブック・
提言作成に結びつくのではないかという意
見が活発に交わされました。
・生物多様性保全に根差した地域づくりに、どう
Ｅ（教育・人づくり）の要素が組み込まれ、どうい
う効果をあげているのか
・地域の生態系を守るための地域独特のやり方
とは何か
・活動が、人の心や人と人
とのつながりにどう影響
を与えたのか

……今後のプロジェク
ト展開に、乞うご期待！

里山は、我が国において長年にわ
たって人が地域の自然に農林業
や生活を通じて働きかけ、土地

や自然資源の持続的な利用・管理に工夫
を重ねてきた地域です。しかし、近年の都
市化、エネルギー革命、グローバリゼーショ
ン等社会経済状況の変化により、人と自然
の関係が崩れ、地域の荒廃も多く見られま
す。また、里山に普通に見られた野生動植
物が絶滅の危機に瀕するようになったりし
ています。
　日本の里山のような良好な人と自然の
関係により維持・形成されてきた地域は、
世界各地に見られ、同じような問題が起
こっている地域があります。また、地球上の
野生生物種の半分以上が保護地域外に
存すると言われるなど保護地域外における
生物多様性の保全も重要な課題となって
います。
　このような背景から、日本政府（環境省）
とUNU－IASでは、「SATOYAMAイニシ
アティブ」を世界に提唱し、生物多様性条
約第10回締結国会議（CBD/COP10）に
おいて本イニシアティブにかかる国際的な
パートナーシップを立ち上げるべく取り組ん

でいます。すなわち、里山的な人と自然との
関係性を再構築することによって、自然資
源の持続可能な利用を目指すことは、特に
途上国の人々の生計の向上に寄与し、食
糧安全保障、貧困削減、地球温暖化など
の地球規模の問題の解決にも貢献すると
ともに、生物多様性の保全と持続的な利用
に貢献するものと考えています。
　一方、2001～05年に世界の95ヶ国か
ら1360人の専門家の協力を得て、地球
上の生態系の健康診断として「ミレニアム
生態系評価」が行われました。生態系から
人々が得る恵みを生態系サービスと呼び、
これを評価しています。その際、地球規模
の評価と並行して、世界の３４地域でサブ
グローバル評価が行われましたが、日本
においてサブグローバル評価が行われて
いなかったこと、我が国の国土の約40％
が里山であることから、UNU-IASでは、日
本における里山・里海サブグローバル評価
（SGA）を日本の専門家の協力を得て実
施し、COP10において成果を公表すべく、
取り組んでいるところです。また、SGAの結
果は里山イニシアティブに科学的な根拠を
与えることも期待されています。

動き出した！「ESD×生物多様性」プロジェクト

せいぶつたようせいQ&A
人と自然が折り合う
地域づくりに向けた
国際的な取り組みには
どんなものがありますか？

回答者▶
国連大学高等研究所（UNU-IAS）上席研究員

名執芳博さん

人も自然も共に生きる

ESD-Jでは、生物多様性保全と生業を両立させる国内の取り組みを、人づくりの視点から文書化し、事例をもとにハンドブックや生物多様性条約第10回締
結国会議への提言を作成する「ESD×生物多様性」プロジェクトを実施中。この「しんぶん」で、プロジェクト成果や関連情報を紹介しています（季刊発行）。

2009年秋号

マレーシアでのSATOYAMAイニシアティブ第二回ワーク
ショップ、事例見学の様子

ESD-Jでは、本プロジェクトのプロセスや成果を多くの方々に伝えるべく、季刊で「ESD╳生物多様性しん
ぶん」を発行、ESD-J会員をはじめ、全国の環境教育施設やNPOセンターなどで配布しました。しんぶんは、
ESD-Jウェブサイトからもご覧いただけます。

域の漁師や農家、女性、子どもが生物多
様性を守りながら地域や暮らしを持続可
能にしてきた事例をESDで集めてきた。
意識レベルを上げ、情報をコミュニティの
中で分かりやすく伝えていく、伝統知と科
学を統合し地域で活かすなどESDから提
供できる経験はたくさんあります！ 」と答え
たのが印象的でした。
　CBD事務局、IUCN-CECとアジア、
国内のESD関係者によるパネルディスカッ
ションでは、「地域を守るのは、地域の住
民。地域の人びとが主役と思える仕組み
が重要」、「ESD、CEPAと分けるのではな
く、地域を見て、地域の実践を広げること
から始めるべき」、「ESDは生物多様性保
全にも貢献できる。今後CEPAをESDと共
に戦略的に進めたい」という意見が交わ
されました。 

　午後は、一般の参加者と共に、「生物多
様性保全を大切にした地域づくりに必要
なこと」、「UNBDの実施のために必要な
こと」についてワークショップ形式で議論。
地域の多様なステークホルダーが主体者
意識を持って地域づくりに関わることや、
海・川・山を一体とした生命流域を単位に
地域づくりを考えることの重要性などの意
見が出ました。
　COP10終了後、UNBDの開始（2011
年）、リオ＋20（2012年）、ESDの10年
最終年（2014年）、ミレニアム開発目標
（MDGｓ）最終年（2015年）、UNBD中
間年（2015年）など、重要国際イニシアチ
ブの節目がやってきます。これらに向け、
ESDとCEPA関係者が共に力を合わせて
いくことが重要であると思われます。

報告　ESD-J事務局　野口扶弥子

名古屋で開催された生物多様性条約第10回締約国会議（CBD/COP10）は、10月30日、2020年までの生態系保全の世界目標
「愛知ターゲット」と、生物遺伝資源の利益配分を定めた「名古屋議定書」を採択して、閉幕。決議には日本のNGOから提案
した「生物多様性の10年（2011-2020）」が盛り込まれました。今号では、生物多様性の10年とESDの連携を探るために開催

したESD-J主催イベント「ESD Meets CEPA」の報告やインターン生からのショートレポートに加え、CEPA（後述）、持続可能な地域づ
くり、先住民族の３つの視点から、COP10の成果と今後について、市民の立場からレポートいたします。

COP10では、「国連生物多様性
の10年（UNBD）」の実施が採
択され、その中でもCEPA（コ

ミュニケーション・教育・参加・意識啓発）
を重要な基盤とすることが決まりました。
ESD-Jでは、COP10の議論にESDがどう
貢献できるかについて、過去1年間探って
きました。そして、「ESD×生物多様性」プ
ロジェクトやアジアのNGOとの事例分析
ワークショップを通して、これまでの地域
でのESDの実践が生物多様性保全にも
有効であると確信してきました。
　こうした経緯を踏まえ、COP10の本会
議でCEPAについての議題が取り上げら
れた前日の10月19日、ESD-Jは、「CBD/
COP10後を見すえて『生物多様性の10
年』と『CEPA』をどうすすめるか～ESDの
視点から」（通称ESD Meets CEPA）を、
生物多様性交流フェアで開催しました。
　フォーラムは、生物多様性CEPAおよび
ESDの両方で、これまでどういった取組
みがなされてきたのかについての情報共
有から始まりました。CBD事務局CEPA
担当者ディビッド・アインスワースさんより、
「生物多様性の保全には、生態系やコ
ミュニティと自分とのつながりを理解し、生
物多様性を配慮した地域づくりや法律に
むけて適切な行動がとれる人が大事。こ
うした人を育成する上で、ESDはどういっ
た貢献ができるのでしょうか？」という問い
がなされたのに対し、ESD側からの情報
共有の中で、フィリピン環境放送サークル
（EBC）のエリザベス・ロハスさんが、「地

ESD＆市民視点からのCOP10レポート

E
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ESDと生物多様性のキーパーソンの
出会いと対話の場

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために、年4回発行しています。

2011年冬号

パネルディスカッションでは、国内外の地域の声を大事にし
た議論が発展

ワークショップでは、国内外の現場での実践者や学生が、
和気あいあいと議論

COP10インターンレポート　メリーナ・サキヤマ（京都大学大学院地球環境学舎）

私はESD-Jブースの展示と、「ESD Meets CEPA」の運営に参加しました。
シンポジウムでは、生物多様性に関する政策課題にESDをどのように統
合していけるかを学ぶことができました。本会議からは、政策決定がどのよ

うにおこなわれるのか、何がその決定に影響を与えるのか、またNGOなどの多様な
セクターの果たした役割などを知ることができました。それらは異なる関心や
プライオリティを持つ人々が、ひとつのコンセンサスをまとめていく大切な挑
戦であり、私の将来の仕事を考える上でもとてもよい経験となりました。

雪上ハイク（新潟県南魚沼市）　photo：宮部浩司

困問題の解決を、社会や文化の多様性と
関連付けて実現するために」という趣旨の
ポジションペーパーを作成･発表した。

■2011年度の取り組みに向けて
　これらの成果を活かしていく道は三つ
ある。
⑴多様性ある地域づくりを担う人材育成を
　一番目は、前出の10地域の事例をベー
スとして09 ～10年の取り組みを分析し、
生物多様性を大切にした地域づくりを担
う人材育成のためのテキストブックとカリ
キュラムをまとめることである。
　内容の骨子としては、①地域の本当を
知る調査、②学びの場を地域に広げる、
③丁寧に合意を図る、④価値観･社会観
の見直し、⑤地域のエンパワメント、⑥経
済を大きな循環の中でとらえなおす、⑦要
としてのコーディネイターなどが含まれる。
⑵アイヌ先住権･漁業権の確立と生物多様性
　二番目は、10地域で残されている課題
の実践である。ここでは北海道･紋別の事
例を取り上げる。
　紋別のアイヌの漁師・畠山敏さんは、
モベツ川におけるサケ・マスの資源管理
権の復活を訴えている。一方、近年になっ
て道漁連（北海道漁業協同組合連合会）
はMSC（英国の海洋管理協議会）による
「海のエコラベル」認証を道産のサケで

COP10は名古屋議定書と愛知目標を採択し、その実践をうたった「国連･生物多様性の10年」が今年から始まった。ESD-Jは2009
年から「ESD×生物多様性プロジェクト」に取り組み、地域で生物多様性保全にどう取り組んだらいいかという方向性を提起すると
ともに、 環境･開発･人権など各分野のNGOとの協働を発展させている。ここでは、その内容を明らかにし、今後それをどう活かして

いくかについて述べたい。2020年までの実践を通して、自然に依拠し文化的に多様な地域社会、地球社会の姿が明らかになるだろう。

■2010年プロジェクトの成果
⑴地域の合意をつくる－方向性の提案
　成果の第一は、地域で生物多様性にど
う取り組んだらいいかという方向性を提
示したことである。
　ESD-Jは北海道から沖縄まで全国10
の地域での好事例を分析して「地域の
人々自身による調査･学習をベースとして、
丁寧な合意形成を図る」ことが肝心である
ことを訴えた（『「ESD×生物多様性」プロ
ジェクト2009報告書』参照）。そして、生物
多様性を大切にした地域づくりを可能に
するための4つのアプローチを取りまとめ、
COP10ではパンフレットを配布した。
　また、これに関連した動きとして、
COP10開催地では「伊勢、三河湾生命
流域部会」が活躍するなど、生物多様性
を地域づくりとして展開しようとする人々
が増えている。
⑵COP10に向け多分野のNGOと協働
　成果の第二は、「生物多様性条約市民
ネットワーク」（CBD市民ネット）に結集す
る多様な分野のNGOとの協働を大きく
前に進めたことである。
　10年5月には、国際協力NGOセンター
（JANIC）をはじめとする開発、人権、環境
分野のNGOとCBD市民ネットの「生物多
様性と開発～貧困･人権･地域づくり～作
業部会」を結成し、「生物多様性の保全と貧

ESD×生物多様性プロジェクト2010オーバービュー

伝統知を継承した多様で持続的な地域づくりへ

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために、年4回発行しています。

2011年春号

アイヌの丸木舟に乗って、サケを捕る畠山さん COP10生物多様性交流フェア出展の様子

尾瀬の春　photo：京極徹

取得するための準備をすすめているが、そ
のためには、ふ化放流とは別の自然産卵の
「野生サケ」の数や生態の把握などの管
理が前提条件になっており、これま での
日 本のサケ・マス増殖事業のあり方の見
直しも求められてきている。
　これを解決していくためには、畠山さん
が主張しているようなアイヌ民族に対する
漁業権・資源管理権の保障と結びつけて
考えていく必要がある。先住民族の権利
回復と生物多様性の保全と持続可能な
地域づくりを一体のものとして進めていく。
これこそがESDである。
　私としては、アイヌ伝統漁法のような生
物多様性や、自然繁殖に配慮した漁法を
確立するのが一番いいと思う。今後の地
域の動きに着目したい。
⑶NGOのスーパーネットワークの形成へ
　三番目は、多分野のNGOとの協働をさ
らに発展させることである。
　CBD市民ネットは３月で解散し、後
継の団体ができる予定である。このもと
に結集して、たとえば教育･コミュニケー
ションを担うプラットホームづくり（CEPA-
JAPAN）など、愛知目標を実現していく
ための具体的な活動団体をともに盛り上
げ、多分野のNGOの協力･協働をより
いっそう強めなければならない。
　来年には92年地球サミットから20年目
の「リオ＋20」がリオデジャネイロで開かれ
るし、14年のDESD最終年を過ぎても15
年のミレニアム開発目標の達成目標年や
20年の愛知目標達成年と続く。これらを結
び合わせていくのはトータルな視点を持
つESDの仕事である。

ESD－J地域PTリーダー　森　良

ESD-Jは、今年10月に名古屋で開催される生物多様性条約第10回締約国会議（CBD/COP10）を契機に、生物多様性を大切
にした地域づくりと人づくりを国内外に広げるべく、2009年夏から「ESD×生物多様性」プロジェクトに取り組んでいます。昨年
は全国各地から興味深い実践事例を集め、冬から今年の春にかけて北海道紋別市、石川県金沢市、京都市、岡山市、宮城県

栗原市、鹿児島県姶良市でワークショップを開催しました。ここでは、4月に行われた岡山でのワークショップをご紹介します。

竹枝地区は、岡山市の中心街から
車で30分程度の中山間地にあ
る人口755人の地区。そのまん

中にある竹枝小学校は、緑豊かな山々と
清流に囲まれた、児童数30名の小規模校
です。
　ここに数年前、地域の子どもたちに“ふ
るさと”のよさを伝えていこうと、住民有志
による「竹枝を思う会」が発足。まずは、
学校の前を流れる川の水辺環境を有志
の手で整備し、かつて川遊びをした環境
を復元しました。そこで自然の宝物探し
や、ホタル狩り、河原キャンプ、裏山体験
など「水辺の学校」を続けています。また、
川をせき止めて干上がった川の魚を拾う
「かいぼり調査」など、自然の状態を把握
し、よりよい環境づくりに生かす試みを、地
域・学校・大学・地域外の応援団が協働
で行っています。
　4月25日に開催した地域ワークショップ
では、午前中にこれらの地域活動を体験
したのち、竹枝地区における「生きものと
学校と地域づくり」を結びつけて発展させ
ていくための中心的課題を抽出し、それら
に対する現状整理と方策の検討を、町の
人（住民、教員）、市街の人（大学関係者、

市職員、市会議員）、市外の人（NPO、
ESD-J）などの参加者全員で行いました。
　抽出された課題は以下の4つです。
①学校の存在意義を高めたい：児童数の
減少で学校の存続が危惧される中、親
が行かせたい！子どもが行きたい！と思
う学校づくりにどうすればつながるか

②総合学習をもっとよくしたい：「水辺の学
校」は課外学習。その体験をどう学習
に生かしていくのか

③地域みんなの宝にしたい：今ある活動の
良さをもっと地域の人たちに知ってもら
いたい、参加してもらいたい

④地域にプラスになる交流を生み出した
い：地域外との交流をどう組み立ててい
くのか、竹枝の応援団をどうつくるのか

・・・・
　どれも簡単に答えがみつかる問いで
はありませんが、地域の人々が立場や意
見のちがいを超えてこのように議論をし、
方向性を探りながら実践を重ねているこ
と自体がすばらしいことであり、大切なこ
となのだと、ひしひしと感じることができま
した。

＊昨年収集した事例報告や各地のワークショップレ
ポートは、ESD-Jウェブサイトからご覧いただけます。

「ESD×生物多様性」地域ワークショップレポート

生きものと学校と地域づくりin岡山市建部町竹枝地区

人も自然も共に生きる
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課題ごとに分かれ、ディスカッション学校田で「自然の宝物さがし」
情報提供：環境省生物多様性地球戦略企画室、IUCN
日本委員会、CBD市民ネット

8月1日 生物多様性まつり 山梨

8月5日
地球いきもの会議フェア　
夏の自然体験ワークショップ
（観察会）

東京

8月5日、
10日、18日

地球いきもの会議フェア　
IUCN-Jおりがみワークショップ 東京

8月10日 地球いきもの会議フェア「５
つのアクション」 東京

8月12日 地球いきもの会議フェア「生
態系と生物多様性の経済学」東京

8月18日 地球いきもの会議フェア「せ
みの抜け殻調査」 東京

8月23日
～26日

生物多様性国際ユース会議 
in 愛知 2010 名古屋

8月23日
～24日

SATOYAMAイニシアティブ国
際パートナーシップ準備会合 山梨

8月27日 生物多様性国際ユース会議 
in 愛知 2010発表会 名古屋

9月3日 地球いきもの会議フェア 東京

9月中旬 CBD市民ネット政策提言集
約発表

9月22日 国連総会　生物多様性に
関するハイレベル会合

ニュー
ヨーク

10月6日
～8日

カルタヘナ議定書　第4回
議長の友会合 名古屋

10月11日
～15日

生物多様性条約第5回カル
タヘナ議定書会合（MOP5) 名古屋

10月15日
～16日

CBDキャパシティビルディング
デイ（NGO向けガイダンス） 名古屋

10月16日
～17日

NGO戦略会合（NGO声明
検討のための会議 名古屋

10月18日
～29日

生物多様性条約第10回締
結国会議（COP10) 名古屋

10月19日「ESD×生物多様性」シンポジウム（ESD-J） 名古屋

10月20日
～21日

生物多様性×開発シンポジ
ウム（名古屋NGOセンター） 名古屋

10月24日
～26日 国際自治体会議 名古屋

10月27日
～29日 COP10閣僚級会合 名古屋

CBD/COP10カレンダー
CBD COP10をめぐる国際、国、市民の動きをご紹介します。

やんばるの海の恵み　photo：久高将和

人も自然も共に生きる

2010年夏号
やんばるの海の恵み　photo：久高将和

いよいよ名古屋で生物多様性条約第10回締約国会議（CBD/COP10）が開催されます。今号では、ESD-Jがこれまでの取組み
をCOP10でどう発信していくか、さらにCOP10本会議や公式サイドイベント、生物多様性交流フェア等での、ESDの視点から
の見どころを紹介します。（COP10の全体像は裏面をご覧ください）

生物多様性を大切にした社会を
作るためには、地域の自然やそ
の風土に基づく暮らしの知恵、

その上に発展してきた地域独自の文化を
大切に思える人を増やしていくこと、そし
てそんな人々と共によりよい地域をつくっ
ていくことが大切です。「ESD×生物多様
性」プロジェクトでは、どのような働きかけ
や活動のプロセスをつくれば、このような
変化を生み出すことができるのかを、1年
間かけて探ってきました。そして、
地域を見る・知る・学ぶ
　・地域の“本当”を調査する
　・地域・世代・立場を越えて学びあう
対話と協働で、地域をつくる
　・みんなの“できる”を積み重ねる

　・対話と協働の仕組みをつくる
といったアプローチが効果を生んでいるこ
とを学びました。これらのアプローチは単
発で終わることなく、地域の中で状況に応
じて積み重ねられ、地域の中に新しい価
値観や誇りを生み出しています。そして、
そのような活動を、地域内外の人々や組
織とつなげながら組み立てていくコーディ
ネーターの重要性もあらためて確認されま
した。
　COP10では生物多様性交流フェアに
展示出展し、このようなアプローチ方法の
有効性を、生物多様性保全を推進する
NGOや行政、関係機関などにアピールす
べく、パンフレットを作成・配布します。
　また、アジア実践事例交流事業（AGEPP）

のメンバーと共に作成した、国際社会に
向けたアピール文書も配布します。なお、
このアピールをまとめるために8月1 ～4日
にインドネシアのスラバヤで開催した国際
ワークショップの様子は、ESD-Jのウェブ
サイトからご覧いただけます。

COP10では、CBD市民ネットの発案で、
日本政府から国際社会に向けて「生物
多 様 性 の10年 」（2011-2020）が 提 案

されます。そしてこの提案の柱として、CEPA（セ
パ）が重要なキーワードになっています。CEPAと
は、コミュニケーション、教育（Education）、普及
啓発（Public Awareness）の略ですが、Ｐには参加
（Participation）の意味も含まれているという解釈
もあり、ESDと非常に重なった概念と言えます。
　そこでESD-Jでは、ESDの10年（2005-2014）の
これまでの経験や蓄積を生かしながら、生物多様
性の10年をより効果的に展開していく方法につい
て、COP10に参加する国内外の関係者達とともに
探る場として、セミナーを開催します。アジアからは
AGEPPプロジェクトのメンバー、エリザベス・ロハス
（フィリピン）さんが参加。アジアからのアピールを紹
介していただきます。

日時：2010年10月19日（火）13:30-17:30
場所：名古屋学院大学体育館1階 小会場2 （生物多様性交流フェア会場内）
参加費：無料 ／定員：60名／同時通訳付き
内容（予定）
・情報共有
  「CEPAとは何か？ESDとは何か？」
・パネルディスカッション
  「生物多様性の10年とCEPAをどうすすめるか」
・生物多様性を促進するESDの事例
  北海道オホーツク紋別、鹿児島県重富干潟から
・グループディスカッション
  「生物多様性を大切にした地域づくりのために何をすべきか」

主催：ESD-J ／共催：EPO中部／協力：EPO九州
お申し込み：お名前（ふりがな）、ご所属、メールアドレス、一言自己紹介（50

文字以下）、当日期待することを記入し、e-mail（seminar@
esd-j.org）もしくはFAXにて、ESD-J までお送りください。

「ESD×生物多様性」プロジェクト、COP10で発信します

生物多様性交流フェアで出展（10月11 ～ 29日 名古屋市白鳥会場）

参加者募集！「ESD×生物多様性」COP10セミナー開催

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために、年4回発行しています。

2010年秋号

スラバヤワークショップ‐現場を感じながらアジアのESDに
大切な点を議論し、提言を作成

インドネシアの農村風景　photo：野口扶弥子

生物多様性を大切にした社会づくりを可能にするために ～ESDの10年と生物多様性10年のシナジーを探る～

2009年から3年間取り組んできた「ESD×生物多様性」プロジェクトも、いよいよラストスパートに入りました。生物多様性を大切に
した地域づくりと人づくりのモデル事業に取り組んできた3地域では、今年度の活動をふまえ、来年度の取組に向けた展開案を
検討してきましたので、その内容をご紹介します。また裏面でお送りしてきました「震災復興に見るESD×生物多様性」では、東北

大学のグリーン復興プロジェクトの目指すところをご紹介いただきます。あの震災から１年、自然の力と、自然とともに暮らすことの意味を、
多くの人が見つめ直したことと思います。生物多様性を大切にした地域づくりと人づくり、ESDとつなげて推進していきたいと思います。

動物園から始める
生物多様性学習
とべ動物園・生物多様性プロジェクト
　「動物園を生物多様性の学びの場に」、
そんな目標を掲げてスタートしたプロジェ
クトでしたが、最後の研究会で取り入れて
みたネイチャーゲームのワークショップか
ら見えてきたのは、動物園は「観察力」や
「注意力」を培うのに格好の場所になりう
るということでした。例えば「私はどんな動
物？」という動物カードを洗濯ばさみで背
中に留めて、Ｑ＆Ａで言い当てていくゲー
ムを学校の教室などで経験してから動物
園に行くと、「タヌキ」になった子どもはタヌ
キを、「キツネ」になった子どもは実際のキ
ツネをくまなく観察しようとするでしょう。ま
た、「○や△などいろいろな図形を探して
みよう」というゲームからは、動物の目や耳
の形、毛の模様などをじっと注意深く観て
いる内に、いろいろな○△が見つかるで
しょう。
　こうした「観察」からその動物に対する
「興味」が広がり、「どうしてこんな形をし
ているのだろう？」「ここに来る前はどこで
暮らしていたのだろう？」「そこはどんなと
ころだったのだろう？」という「学び」につ
なげていく。世界の動物が文字通り「多
様」にいる場所が動物園です。今後も、動
物の絵本を活用したり、ネイチャーゲーム
を取り入れるなど事前学習と組み合わせ
ながら、動物園でさまざまな生きものへの
興味・関心を深めることができる教育プロ
グラム作成に取り組んでいきます。

地域とともに
獣害を考える
岡崎市新香山中学校の取組
　今年度、一年間、総合的な学習の時間
で、地域の獣害について考えてきました。
地域の自然状況を自らが調べてまとめた
バイオリージョンマップ、地域の方を訪ね
て調べた獣害被害調査など、調べてみて
初めて分かったことがたくさんありました。
まとめの授業では猟師さんを招いて獣害
の詳しい状況とイノシシの生態について
聞きました。温暖化の影響で、出産数が増
加しているなどの話は驚きでした。
　来年度は、一歩踏み込んで、新香山
の里山をどうするべきか地域の方と話し
合って、行動することができたらと考えて
います。この地域の里山で、イノシシやサ
ルたちと共存するにはどうしたらいいか。
裾刈りなどの里山整備をするとともに、適
正数を検討し、イノシシの資源としての有
効利用も考えなければなりません。その
ためには専門家を巻き込むことも必要に
なってきます。
　更に、獣害という面だけでなく、もっと総
合的に里山について理解を深めることも
重要というアドバイスをいただきました。例
えば、里山整備で出た間伐材を利用して、
炭焼きをするとか、できた炭を七輪で火を
おこし、料理するなど、循環型のライフスタ
イルも考えることができたらと思います。
　地域のみんなで新香山の持続可能な
里山づくりを行っていくことが我々の大き
な目標です。

高齢社会のモデルとしての
地域支援型農業確立へ
高島平－二子棚田交流プロジェクト
◆城西国際大も参画し三者連携がスタート
　2月23日、高島平から５名、二子棚田保
存会から２名が参加し、城西国際大学と
二子棚田現地で第４回の交流会が行わ
れました。
　同大の鴨川キャンパスは二子棚田の麓
に位置し観光学部があって、ニューツーリ
ズムを学ぶ学生たちが、地域をフィールド
に実践的に企画運営力を学んでいます。
　同大を活用しての交流のアイデアがたく
さん出されましたので、いくつか紹介しま
しょう。
・「棚田シンポ」･･･農業、民俗、文化、暮ら
し、交流、生物多様性、環境、観光など棚
田の価値を多角的に検討し発信する
・「鴨川七輪火祭り」･･･七輪の野焼きと
炭焼きを組合せ七輪の使い方を教える
◆オーナー募集、棚田の耕作から活動開始
　準備段階はこれで終了し、３月中旬に
は、高島平に隣接する板橋区赤塚地域の
区民農園参加者に対する棚田オーナー募
集の広報を展開します。４月末の田植えか
ら棚田の稲づくりも始まります。
　これから中国をはじめアジアでも超高
齢社会に突入し、都市と農山漁村の「限
界集落化」が進行していきます。そんな中
で都市も農山漁村も生きていく道として地
域支援型農業が注目されています。この
交流活動をそのモデルとしていきたいと思
います。

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために発行しています。

2012年春・最終号
新潟県南魚沼市のこごみ　photo：宮部浩司

自然の中のいろいろな形 猟師さんのお話を聞く 棚田で談笑する交流参加者

動物園を「世界とつながる生物多様性」を
学ぶ拠点として活用していこう、と動き始
めました。これから、学校関係者や地域の
方 と々ともに、学びあいがスタートします。

◆都市農山漁村交流で棚田の再生へ
　with 安房鴨川と高島平の住民グループ
  都会にも「限界集落」があります。東京
都板橋区の高島平団地は現在高齢化率
34％。あと数年で50％を超えるといわれ、
中山間地を上回るスピードで高齢化が進
んでいます。一方、千葉県の外延部では
過疎化が進行し、放棄される棚田を守ろう
とする人々の動きが起こっています。安房
鴨川には二子棚田という海の見える開放
的で美しい棚田があり、保存会の人々が
棚田の存続と生物多様性の維持に頭を
悩ませています。
　そんな両者を東京の人材育成NPO・
ECOMの「生命地域再生コーディネイ
ターコース」が結びつけました。9月から高
島平の人々が足を運び棚田の存続と多
様性の維持に向けた活発な交流が始まり
ます。都市と田舎の限界集落がお互いを
支えあう画期的な試みとなります。

◆地域とともに獣害を考える
　with 岡崎市新香山中学校
　        愛知県総合教育センター
　岡崎市立新香山中学校は、愛知県岡
崎市の郊外にあり、一部は新興住宅地で
すが、７割以上は山林という校区です。こ
の校区の大きな悩みは獣害。畑の作物
は、イノシシ、ニホンザルに容赦なく狙わ
れます。中学校で生徒たちが大事に育て
たササユリの根もイノシシに食べられてし
まいました。この校区の獣害は、ここ数年
が特にひどく、地域では、新たに山林を切
り開いてできた建売住宅団地や、校区の
山林を縦断して建設中の第二東名の影
響ではないかと考えられています。
　そこで、新香山中学では、総合的な学
習の時間を中心に、イノシシなどの大型ほ
乳類とどう共生するか考える授業を開始
しました。生き物調査や地域の大人との
話し合いを通して解決策を探ります。

◆世界の生物多様性を学べる動物園に
　with 愛媛県立とべ動物園
　        NPO法人園DEピース
           NPO法人えひめグローバルネットワーク
　愛媛県伊予郡砥部町にある「とべ動物
園」。園内には、約170種823点（平成22
年3月31日現在）の動物が、地理学、分類
学、行動学にもとづきバランス良く集めら
れています。「えひめグローバルネットワー
ク」では、書物などでは知ることのできな
い生きた知識・経験を豊富に持っている
飼育係の方々や「とべ動物園の動物から
考え、学び、行動する会」として設立された
「園DEピース」のメンバーとともに、とべ

東日本大震災と原発事故を機に、現在の社会の脆弱性があきらかになり、くらしや社会システムに関する意識に大きな変化が生まれ
てきています。科学技術とどう付き合うのか、社会に必要なものをどう賄うのか、自分たちの暮らしをどう作っていくのか、そして社会
のルールをどう作りなおしていくのか、市民自身が考え選択していくことの重要性が、あらためて注目されています。今こそ、対話の場

づくりを通して、持続可能な社会を再構築する力を人々の中に生み出していく時であり、それこそがESDの役割です。
　「ESD×生物多様性」プロジェクトは今年、3年計画の最終年。これまでの事例研究やとりまとめをベースに、生物多様性を大切にした地域
づくりを担う人材育成モデル事業を3地域で実施するとともに、『ESD×生物多様性　人材育成ハンドブック』を制作・発行します。また、被災
地の復興・再生へのESD関係者の取り組みを、生物多様性の視点から紹介していきます。

■震災復興×生物多様性×ESD
　全国ミーティングin仙台
　6月25-26日、仙台広域圏ESD・RCE運
営委員会と宮城教育大学の協力を得て、
震災復興と生物多様性をテーマとした全
国ミーティングを開催しました。仙台市教
育委員会やNPO法人森は海の恋人、くり
こま高原自然学校、南三陸町歌津の結組
織・伊里前契約会など、ESDを通してつ
ながりのある被災地の方々から現状を報
告いただき、ESDのネットワークとしてで
きることを議論しました。（詳しくはESDレ
ポート27号をご覧ください）

■モデル事業の実施と
　人材育成ハンドブックの制作・発行
　2009年から取り組んできた事例収集
や分析をもとに、2010年は生物多様性
を大切にした地域づくりのための人づくり
（＝ESD）を地域で広げ、深め、つなげる
ためのアプローチ方法を６つのステップに
整理しました。今年度はこのアプローチに
取り組む地域を定め、以下の3つの地域で
「中学校」「動物園」「都市農村交流」を
核にした人材育成に取り組みつつ、具体
的な手法なども盛り込んだ地域の人づくり
のためのハンドブックを発行します。

ESD×生物多様性プロジェクト2011のプラン

多様性ある地域づくりを担う人材育成に向けて

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために発行しています。

2011年夏号

とべ動物園のピースくん

陸前高田のひまわり　photo：村上千里

「ESD×生物多様性」プロジェクトは今年、生物多様性を大切にした地域づくりを担う人材育成モデル事業を3地域で実施する
とともに、『ESD×生物多様性　人材育成ハンドブック』を制作・発行します。今号の表面では、モデル事業に取り組む3地域
の進捗状況を、裏面では被災地の復興・再生へのESD関係者の取り組みを、生物多様性の視点から紹介していきます。

世界の生物多様性を学べる動物園に        動物園の可能性を探るワークショップ実施

地域とともに獣害を考える                          岡崎市新香山中学校の取組み

　10月16日、動物園を訪れる人々が、どの
ように動物を見ているかを考察するため
の「W

ウ ォ ッ チ ン グ

atching Z
ズ ー

oo W
ウォッチャーズ

atchers」というワー
クショップを行いました。参加メンバーは、
四国地域でESDや生物多様性、国際理
解等の学びを展開する中間支援組織のス
タッフとリーダー的教員、そして園DEピー
ス。ここでの発見は、それぞれの動物と人
の距離でした。
　白クマのピースはとべ動物園で一番人
気のため、生まれてから今までの成長ぶ

りも写真展示で丁寧に紹介されており、
名前を知らない人はいません。ゾウも「媛

ヒメ

ちゃん」「砥
ト ム

夢くん」と親しみを込めて名前
で呼ばれていました。ところが、カバは「カ

バ」、サイは「サイ」。さて、これらの違い、
動物と人の距離は何だろう？ということ
で、翌日は、動物園でどのような人々がど
のように動物を見ていたかの情報共有を
行いました。
　生態の展示方法を工夫してはどうか、
飼育員に動物の特徴を教えてもらっては
どうか、といった意見交換とともに「動物
園×生物多様性」の学びの可能性が広が
りました。次回は、ネイチャーゲームの手法
も取り入れていく予定です。

　新香山中学校では、総合的な学習の時
間を中心に、イノシシなどの大型ほ乳類と
どう共生するかを考える授業を１年生で
行っています。先日、そのまとめの授業が
行われ、クラスごとに多様な授業が展開さ
れました。
　１組では地域で起きている「獣害問題」
に迫るため、聞き取り調査をグループご
とに行い、その結果を発表しました。「イノ
シシは命がけで食料を求めていること」
や「繰り返される被害によって、住民が獣
たちを恨んでいること」などが分かりまし
た。３組では市内でイノシシを駆除してい

る猟師さんを教室に招いて、生徒の疑問
に答える形で話をしてもらいました。生徒
は「温暖化によってイノシシの出産が年２
回の場合があること」「越冬する幼体が増
えたこと」などの事実を知り、個体数の急
上昇によって生態系のバランスが崩れ、
獣害も起きていることを理解しました。４組

では、人間と動物の立場に立って困って
いることを出し合う活動を行いました。そ
れぞれの立場での思いが整理されていく
中で、イノシシを生態系の一部ととらえて
その価値を重視する視点と、害獣ととらえ
て駆除し、資源として考える視点が浮き彫
りになりました。
　最後にはいずれのクラスでも、この地域
でイノシシと共生していくためにはどうし
ていくべきか、一人一人が真剣に考えまし
た。来年度は更に一歩踏み込んで、地域
の人たちと共に考え、行動していくことを
目指しています。

　10月27日、高島平総研の代表が安房
鴨川の二子棚田を訪れ、太海の海と棚田
を見学しました。二子棚田保存会の事務
局3名（いずれも都市からの移住者）がて
いねいに案内・説明してくれ、両団体が今
後棚田の保存のために連携していくこと
を確認しました。
　外房に位置する鴨川市は漁業や観光
で成り立ってきましたが、この40年で人口
が7000人減少（現在35,000人）するなど
著しく過疎化が進んでいます。

　それを象徴するのが二子棚田。地元の
農家は２軒だけで、高齢化し後継者がい
ません。二子棚田保存会が立ち上がり、
毎年35名のオーナーを募集して耕作を続

け棚田を維持しています。
　一方、高島平は47年前に団地が開発さ
れ現在5700戸・119000人が住んでいま
す。家が狭いこと、周辺に仕事がないこと
などが原因で、子どもたちは成人すると皆
外に出て行ってしまいます。
　高島平総研は、シニアのニーズを取り上
げ、健康づくり、居場所づくり、生きがいづく
りといったコミュニティビジネスに力を入れ
ています。都市農山漁村交流がどう役に
立つか、これからの展開が楽しみです。

都市農山漁村交流で棚田の再生へ            高島平総研×二子棚田保存会の連携

ESD×生物多様性プロジェクト2011　人材育成モデル事業進捗レポート

人も自然も共に生きる

このニュースレターは、ESD-Jが取り組む「ESD×生物多様性」プロジェクトのプロセスや成果をお伝えするために発行しています。
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Ⅱ．
「ESD×生物多様性」
人材育成モデル事業

3年計画の最終年を迎える「ESD×生物多様性」プロジェクトは、これまで
の事例研究や取りまとめをベースに、生物多様性を大切にした地域づく
りを担う人材育成モデル事業を、夏～冬にかけて3地域で実施しました。



1. 事業概要

【事業目的】
生物多様性を大切にした地域づくりを担う人材育成モデル事業として、愛知県岡崎市立新香山中学校が平

成23年度に取り組んだ「獣害についての総合的な学習の時間」プロジェクトに積極的に関わり、その授業カリ
キュラムが「地域の生物多様性」を学ぶ場となり、それを担う人材育成プログラムのモデルとなることを目的
とした。

【事業背景】
愛知県岡崎市では、平成22年度より市内全小・中学校で「岡崎環境学習プログラム」を導入している。岡崎

市立新香山中学校では、その理念と構想を遵守しつつ、地域や子どもたちの実態に合った「持続可能な社会
づくり」のための学校教育の在り方を研究している。
新香山中学校は岡崎市の北東部の郊外に位置し、学区の3分の1は住宅地、3分の2は里山で住宅が散在し

ている。特にここ数年、学区内でのイノシシやサルなどによる獣害が悪化している。平成23年度は、身近で
起きている獣害に着目し、持続可能な地域の在り方、生物多様性の保全などをテーマにし、「岡崎環境学習
プログラム」の一環として総合的な学習の時間を展開した。

2. 事業報告

（1）事業の経過
■平成23年4月　プログラム案作成　実践開始

実施者	 ・	新香山中学校：山内教諭
	 ・	ESD-J理事：櫛田

8　Ⅱ . 「ESD× 生物多様性」人材育成モデル事業

「獣害についての総合的な学習の時間」
プロジェクト

～地域とともに獣害を考える～

1

愛知県岡崎市立新香山中学校
愛知県総合教育センター
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新香山の身近な地域で起きている「獣害」に着目し、生き物の視点から獣害を考え、生き物と人間の持続可
能な社会づくりに前向きに取り組めるようになること、「生態系の一員である人間」として何をすべきかを考
える機会を増やすことなどを主な視点に据えてプログラム案を作成した。
＜主なポイント＞

● 	 地域教材の開発：岡崎市環境学習プログラムを基盤とし、そこに地域教材を加味した新香山環境学習
カリキュラムを作成して授業実践、さらに新香山中学校に適した内容を目指す。

● 	 地域との交流を重視：地域との交流を核としたリサイクル活動やササユリ保護活動などの自主活動を
重視して、地域の自然や環境を考える機会をつくる。

● 	 探究学習での教師の支援の在り方を工夫：生徒が持続可能な社会づくりの視点に立ち主体的に学習す
る授業を目指し、各教科・領域の授業における教材を工夫し、関わり合いの授業において生徒が認識
を深める教師支援の在り方について工夫する。

■平成23年7月　第1回検討会　プログラム修正

実施者	 ・	新香山中学校：山内教諭
	 ・	ESD-J理事：森、櫛田

＜主なポイント＞
● 	 地域の人から「害獣を恨む気持ち」などを聞き取り共生社会の困難な現実を知ること、バイオリージョ

ンマップの作成活動と発表による情報の交流などをプログラムに追加。
● 	 「共生社会に向けた自分の取組み」をキーワードに据える。
● 	 テーマをあまり広げず獣害に絞る
● 	 地域の農家にヒアリングに行ったり獣害に遭っている方をゲストティーチャーとして呼んだり生徒中

心の探究型の授業にする

■平成23年11月　第2回検討会　授業研究と今年度プログラムの評価

実施者	 ・	新香山中学校：山内教諭
	 ・	ESD-J理事：森、竹内、村上、櫛田

＜さらなる発展のさせ方のアイデア＞
● 	 もっと地域と連携して獣害について地域の大人とともに考え行動するような学びはできないか
● 	 ゲストティーチャーの話を基に行動しその結果をゲストティーチャーとともに考え新たな行動に結び

つけるような活動はできないか
● 	 害獣の適正数や里山整備など地域の人とともにあるべき姿を探りそこに向かって行動していくような

実践はできないか

■平成24年2月　第3回検討会　来年度の実践に向けて

実施者	 ・	新香山中学校：山内教諭
	 ・	ESD-J理事：森、櫛田

＜来年度に向けた展開のアイデア＞
● 	 獣害という面だけでなく、もっと総合的に里山について理解を深めたらどうか。例えば、里山整備で

出た間伐材を利用して、炭焼きをするとか、できた炭を七輪で火をおこし、料理するなど。



● 	 省エネということだけでなく、創エネということも大事。例えば、炭づくりなどはまさに創エネ。他
学年では環境家計簿などもやっているようだが、創エネの概念を入れた環境家計簿など考えてみては
どうか。

● 	 これからは「生きる力」よりも「生き残る力」が大事になってくるかもしれないといった視点も入れてみ
てはどうか。

（2）事業の実践
1年生「新香山の里で人間と生き物との共生社会を考えよう」の実践（15時間完了）

■単元計画（15時間完了　＊理科1時間を含む）

時 ○学習活動　　●主な活動，内容 ◇教師の活動，支援　　◆主な評価　　◎関連

C1
～
C4
　
＊
1
学
期

○	レッドリストのランクを確認し，身近な
生物で絶滅の危機に瀕

ひん

している生物を調
べる。

	 ・絶滅　　・野生絶滅
	 ・絶滅危惧種Ⅰ類
	 ・絶滅危惧種Ⅱ類　・準絶滅

●	社会見学で「リトルワールド」を訪れ，世
界には，その土地に生息する様々な生物
が存在することを認識する。

○	レッドリストに載っている生物を確認す
るとともに，問題視されながら改善され
ていない理由を考える。

	 ・森林伐採・水質，大気汚染・乱獲

	 ・自然開発・外来種・地球温暖化

●	教育講演会の「カメの生態」から，身近な
生物環境の変化や生態系の変化について
興味を高める。

◇	レッドリストのランクを提示するとともに，絶
滅危惧生物検索のプログラムを利用し，どのよ
うな生物が載っているか確認することができる
ようにする。

◆	どんな生物が絶滅しそうなのか考えようとす
る。

◇	生物保護活動が営まれていながらも，レッドリ
ストに記載されている数が増えている原因を考
える場を与える。

◎	絶滅危惧生物について調査する。

◆	絶滅スピードが上がっていることを知る。

◇	生物保護活動が営まれていながらも，レッドリ
ストに記載されている数が増えている原因を考
える場を与える。

◆	生物の減少の原因に，人間の営みが大きく関
わっていることに気付く。

◎	外来種によって，在来種が絶滅しかかっている
ことを知る。

◎	身近な環境にも，外来種がはびこっている現状
を知る。

◎	生物の生態を通して，環境の様子が分かること
を知る。

A5 ○	身近な地域のバイオリージョンマップを
作成し，環境の状況を知る。

	 ・外来種と在来種
	 ・昔の新香山の自然の様子と変化
	 ・環境に影響を与えている施設

◇	地図に書き込み，自然に生息している生物を確
認することができる。

	 ・	 カワヒバリガイ，カメ，ササユリ，
	 	 アライグマ，ハクビシン
	 ・	 獣害，ササユリの里，ホタル
	 ・	 第2東名高速の橋脚工事，緑葉台

10　Ⅱ . 「ESD× 生物多様性」人材育成モデル事業
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時 ○学習活動　　●主な活動，内容 ◇教師の活動，支援　　◆主な評価　　◎関連

A5 ●	バイオリージョンマップ報告会をしよう。
（学級→学年）

①	イノシシやサルの被害が増している。

②	外来生物がはびこっている。

	 カワヒバリガイ，カメ，アライグマ

③	第2東名や緑陽台の工事で環境変化があ
る。

④	ササユリを保護する必要がある。

○	日本在来の生物を守るために，外来種の
動物を駆除することの賛否を考える。

	 賛成　・生態系を考えれば仕方ない。
	 反対　・人間の身勝手。

◆	新香山学区の生態系の変化が世界の生態系の変
化と関連があることに気付く。

◇	追究課題に合わせて，グループを構成する。

◇	動物保護のために動物が駆除される矛盾につい
て話し合い，動物保護の意味を深く追究する場
とする。

◆	外来種の影響について知り，生態系としての保
護が必要であることに気付く。

C8 ○	COP10について知り，生物多様性の意義
について考える。

	 ・生態系サービス　供給　調整　
	   文化的基盤　保全

◇	COP10で話し合われる生物多様性について理解
させるため説明する。

C9
＊
理
科

1－2	 ○ 食物連鎖について考え，地球上の
生物のそれぞれの役割を理解する。

	 ・土の中の微生物
有機物を無機物に分解するはたらきが
ある。→生物界の分解者

◇	食物連鎖の中での微生物をクローズアップし，
それぞれの役割をもって生物が存在しているこ
とを示す。

◆	微生物の存在を理解し，その重要性に気付き，
動物の絶滅はその種だけの問題にとどまらない
ことを理解する。

C10 1－1	 ○人間の生活に被害を与えている獣
害を及ぼす動物たちをどうすべきかにつ
いて考えよう。

◇	地域で捕獲された「イノシシ」について，どうす
べきかについて，討論をする。

◆	獣害を受けている地域の人に聞き取り調査の結
果を提示する。

	 （害獣の駆除に取り組んでいる人をゲスト
ティーチャーとして招聘

へい

する）

R11 1－3	 ● 獣害は，何が原因なのかについて
考えよう。

	 ・新香山の獣害報告
	 ・第2東名　緑陽台の関与
	 ・ゲストティーチャーからの聞き取り
	 ・里山保護活動の必要性

◇	害を与える生物も自然破壊によって被害者と
なっていることを押さえ，人間による自然保護
の活動の必要性を実感する。

	 間伐，下草刈り，植林（人工林）緩衝地帯の維持

◆	獣害対策に取り組んでいる人をゲストティー
チャーとして招聘

へい

する

GT：三州マタギ小屋NPO「日浅さん」　猟師
としての猟の意味。生息数のバランス。森の持
続性。キーワード「日浅さんから見た共生社会」

地域の人の害獣を恨む気持ちへの共感
と問題意識の焦点化
共生社会の困難な現実

地域の人からの聞き取り、バイオリージョン
マップの制作活動と発表による情報の交流，
問題設定

批判的思考（獣害の原因）とGTの人柄に
迫る聞き取り
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時 ○学習活動　　●主な活動，内容 ◇教師の活動，支援　　◆主な評価　　◎関連

R12 1－4	 ● 人間と生き物の共生社会を考えよ
う。

	 ・動植物を守りながら，自分の生活も豊
かにしていく方法がある。

	 ・動物を保護することも大切だが，動物
の住む環境をつくることが大切である。

◇	人間の営みと自然保護は相反することが多い。
共生の大切さを再確認させつつ，自らの活動を
振り返る機会を設ける。

◆	共生社会実現に取り組んでいる人をゲスト
ティーチャーとして招聘

へい

する。

A13
～
A14

○	生物多様性を考慮し，生物を守るための
活動を具体的に考える。

	 獣害グループ
	 外来生物グループ
	 学区の様子グループ
	 ササユリ保護グループ

◇	生物多様性の維持の活動を各グループで考え，
発表する。

R15 ○	1年間調べてきた身近な生物のマップを完
成させる。

	 ・学区の再発見ができた。
・自分たちの周りにも守るべきものがあ
ることが分かった。

◇	身近な動植物の調査結果をまとめ，自らの活動
を振り返る場を設ける。

◆	活動を振り返り，生物多様性を維持する必要性
や今後の課題を明らかにする。

GT：長谷川さん　共生社会の探究。キーワー
ド「共生社会に向けた自分の取り組み（生き方
キーワード）に視点を転換」

自分の活動や生き方が入ったバイオリージョ
ンマップの作成

■実践結果

【1 ～ 4時限】 なぜ絶滅スピードが上がっているのか？

生物多様性に関する学びとして「絶滅危惧種」や「外来生物」について、調べ活動の時間のなかで、インター
ネット等を活用しながら生徒たちは主体的に調査追究。その結果を発表しあい、「なぜ絶滅スピードが上がっ
ているのか」の原因について話し合った。
「地球温暖化による海面上昇」
「最後は人間のやっていることだと思います」
「人間が動物の住む場所を奪っているから」
「外来種が日本の生き物を殺してしまう」
「いろんな生き物たちが絶滅しているのは知っていたが、今日改めてその危なさを知ることができた」
「これからはできるだけ多くの生き物が絶滅しないよう気をつけて生きていきたい」
などの意見が出された。

【5 ～ 7時限】 バイオリージョンマップの作成

地球規模で起きている問題を地域の課題として共有するために、「バイオリージョンマップ（生物の流域
図）」の作成を行った。

※GT:ゲストティーチャー



〈バイオリージョンマップの作り方〉
〇　身近な地域で外来生物の様子を調査して記録する。
〇　身近な地域に生息する希少種（だと思うもの）の生育状

況を記録する。
〇　昔の新香山学区の自然の様子を聞き取り調査して記録

する。
〇　地域で環境に良い影響を与えていると思うもの、悪い

影響を与えていると思うものを記録する。

作成されたバイオリージョンマップの報告会を行なった。
その結果、

ⅰ. イノシシやサルの被害が増している。
ⅱ. 外来生物がはびこっている。（カワヒバリガイ、カメ、アライグマ）
ⅲ. 新東名や緑陽台の工事で環境変化がある。
ⅳ. ササユリがイノシシやサルによって被害を受けている。

特にⅰとⅳが問題として浮かび上がり、「獣害」という追究テーマが設定された。

【10時限】 新香山学区の獣害の実態から住民の悩みを考える

地域で起きている「獣害問題」に迫るため、聞き取り調査を中心とした追究活動を行った。その後の発表会
で、
「イノシシの人里での行動からまさに命がけで食料を求めていること」
「たび重なる被害によって住民が害をおよぼす獣たちを恨んでいること」
などが認識された。
また、イノシシソーセージを試食した生徒たちからは「けっこうおいしいね！」という感想。害獣を「資源」

として意識する視点につながった。

【11時限】 獣害は何が原因なのかを考える

市内でイノシシを駆除している猟師（NPO法人三州マタギ小屋代表の日浅さん）をゲストティーチャーと
して教室に招きお話を聞いた。獣害の主な原因と考えられている「人間による開発」の基盤には「地球温暖化」
という自然環境の変化があることを認識。

「温暖化によってイノシシの出産が年2回の場合があること」
「越冬する幼体が増えたこと」などによる個体数の急上昇は「生
態系のバランスが崩れた」ととらえることができた。この“バ
ランス”というキーワードが共生社会を考える上での大事な視
点となることがわかった。
「大人のイノシシと一緒にウリ坊まで檻にかかってしまった
ら逃がしてあげる」という日浅さんの話に子どもたちは深く共
感を示す。「人間ばかりが被害を受けていると思っていたけれ
ど動物たちのほうがもっとたくさん被害を受けているんだと
気持ちが変わりました」という感想も出された。
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猟師さんのお話を聞く

つながりを考える



14　Ⅱ . 「ESD× 生物多様性」人材育成モデル事業

【13 ～ 15時限】 人間と生き物の共生社会を考えよう

人間と動物の立場に立って困っていることを出し合う活動を設定した。
○	イノシシ → 山の餌よりももっとおいしいものがあるから人里へ。
○	農家 → 農作物などが荒らされて憎い。対策をしてもやられてしまう。
○	シカ → 山に餌がなくて仕方なく降りてきた。臆病なので脅かさないでほしい。
○	資源保護の人 → 動物たちを保護して生態系を守らないといけない。
	 	 → 人の生活のために駆除する必要がある。
それぞれの立場での思いが整理されていくなか、共生社会を考える上で考えの折り合いをつけるのに大切

なキーワード、「バランス」という意見が出された。
「水は動物にも人間にも欠かせないものです。水がなかったら動物たちも人も消えてしまいます。だか
ら一緒に仲良く水を使うことが共生社会なのだと思いました」（生徒の記録）
「私の家は獣害にあっていて米を食べ荒らされたり畑の野菜がとられたりしてとても困っていました。
今回獣害の原因について学習し自然や人間が影響していることが分かりました」（生徒の記録）

3. 事業の総括

検討会で出された助言を基に、「これからも獣害をメインテーマとした生物多様性保全の学習を継続して
いきたい。来年度は今年度以上に地域の人たちと関わって、ともに獣害の課題を解決していきたい」と担当
のプロジェクトリーダー、山内教諭から力強い決意表明があった。
今後も新香山の実践を支援するとともに、この事例を基に、他地域にもESD×生物多様性の取組みを広め

ていきたい。

（報告：愛知県総合教育センター・櫛田敏宏）
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1. 事業概要

【事業目的】
本事業は、ESD-Jが展開しているESD×生物多様性プロジェクト「人材育成モデル」事業において、「板橋区

高島平地域と、房総鴨川地域の二子棚田との交流」を通し、生物多様性を大切にした地域づくりを担う人づ
くりを行うことを目的として行われた。

【事業内容】
高島平地域の地域活性化団体及びボランティア団体など「コミュニティ」単位での二子棚田支援のCSA（地

域支援型農業）の可能性と実施について、4回にわたる交流の場を持ち、その中で話し合いを進めた。このプ
ロセス自体が、人づくりのプロセス（＝ESD）となることを意識して行った。

【事業の背景】
（1）過疎化する鴨川、荒廃する棚田、失われつつある生物多様性

外房に位置する千葉県鴨川市は漁業や観光で成り立って
きたが、この40年で人口が7000人減る（現人口が35,000
人）など過疎化が著しい。
鴨川市の高齢化率は、千葉県下の市部で一番高く、特に

中山間地域である長狭地区はその傾向が顕著で、基盤整備
の進まない棚田での耕作は、そのほとんどが65歳以上の
高齢農家により続けられている。
棚田における農作業は、地形上、機械による省力化に限

界があり、加えて中山間地域農業をとりまく環境は、過疎
化・高齢化・後継者不足・耕作放棄地の増加など、極めて
厳しい状況にある。今後もこうした傾向が続くと地域社会
の継続そのものが困難になることが危惧されている。
それを象徴するのが、二子棚田。地元の農家は2軒だけで、高齢化し後継者がいない。二子棚田の魅力（海

高島平－二子棚田交流事業
～都市農山漁村交流で棚田の再生へ～

2

高島平総研
二子棚田保存会
グリーンアンブレラ

二子棚田
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が見え開放的でなだらか）に魅かれてやってきた都会からの移住者が中心となって二子棚田保存会が立ち上
がり、毎年35組のオーナーを募集して耕作を続け棚田を維持している。田植えや稲刈りなどにはオーナーの
家族や友人など150人ほどが集まりにぎやかになるが、そのお世話やオーナーができない水の調節などの維
持管理にあたる事務局の負担が大きくなっている。
棚田地域では、用水と排水を兼ねた水路や土でつくられた水路や畦

あぜ

が残っており、生き物が成長に応じて
田んぼと水路を往復することが可能である。ため池や湿田などの水たまりも多く、周囲の自然環境との補完
性、水質の良さなどの理由から、多種多様な小動物、昆虫、植物が複雑な生態系を築きあげている。
棚田が耕作放棄されることにより水が乾燥して土が堅くなっていくと、この生物多様性が失われていくこ

とになる。

（2）「都会の限界集落化」する高島平、生きがいを求めるシニア、外あそびの場を求める子どもたち

板橋区の荒川沿いにある高島平団地。荒川の氾濫原であり、江戸時代から「徳丸たんぼ」と言われた農地が
47年前に開発され、現在5700戸、119,000人が居住している。ここもまた、あと数年すると65歳以上の人
口が50％に達するという超高齢社会。二世代同居できない団地の狭さや若者の職が近くにないことが大きな
原因だ。
長年ここでコミュニティ活性化の活動を担ってきた高島平総研は、シニアのニーズをとりあげたコミュニ

ティビジネスづくりに力を入れている。高島平団地の居住者の年金は総額10億円と言われ、自分の好きな「も
の」「こと」にはお金を出すのを惜しまない巨大なマーケットがそこにある。大勢の人たちが、新たな生きが
いを求めて働きたい、自分を生かしたいと思っている。健康づくりやたまり場、シニアサイズの飲食の提供
など、様々な可能性があるという。
また、子どもたちがダイナミックに外あそびできる野原や水辺もなく、子どもたちの外あそびを推進する

グループの人たちは子どもたちが外あそびできる場を切実に求めている。

（3）新たな農業、食料供給を支えるしくみ＝地域支援型農業（CSA）

持続可能な地域をつくる上で今大きな焦点になっているのがエネルギー問題と食料問題である。日本には
豊かな食料を供給してくれる山も森も川も海もあるのに、自由貿易というシステムのおかげで人件費の安い
ところから買ってくるのが当たり前のような社会になっている。これではせっかくの豊かな自然は荒廃し、
国内の農山漁村は衰退してしまう。
そこで最近注目されているのが、地域支援型農業（Community Supported Agriculture＝CSA）である。

CSAとは、特定の消費者が生産者と農産物の種類や生産量、価格や分配方法などについて、代金前払い契約
を結ぶ農業のこと。地域が支える新たな農業の形である。自分では援農に参加できない人たち向けに、スー
パーがCSA農産物コーナーを設け、生産者の情報を提供すると同時に販売も行うというシステムなどは、高
島平の現状にもよくマッチする農業の形なのではないかと思われる。

（4）棚田を活用し生物多様性を豊かにする

棚田は人と自然がつくった大規模なビオトープとも言える。使われる水はすべて山からの湧水であり、生
活排水は入っていないのでホタルやサンショウウオも棲んでいる。環境を整備すればホタルを増やすことも
できるだろう。そのほか、カエル、トンボ、ドジョウ等の生息も確認されている。
棚田オーナーが増え、棚田が復元される面積が増えれば、それだけ水辺空間も拡大し、水と陸、水と空を行っ
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たり来たりする生物の生息環境が拡大する。また棚田周辺の山に対する手入れも行われていけば、林床に日
が差すようになり、春植物をはじめとする植物の種類も多様化し、それらの植物を食草とする昆虫類も増え、
それらの昆虫を食べに来る鳥や小型動物の種類も増えていくであろう。
来年度からの本格的活動により二子棚田周辺地域（鴨川市曽呂地区）の生物多様性の増大が期待される。

2. 事業報告

■準備段階　出会い（交流のきっかけ－ECOM「生命地域再生コーディネーターコース」）

ESD-J理事である森良が代表を務めるNPO法人エコ・コミュニケーションセンター（ECOM）が、地球環
境基金の助成のもとに平成23年7月～ 12月に実施した「生命地域再生コーディネーターコース」第1期が高島
平と二子棚田の出会いの場となった。
同コースでは、コーディネーターのOJTのフィールドとして、都市サイドを高島平、農山漁村サイドを房

総半島に設定。農山漁村OJTの講師をホリスティックサポート代表の豊島大輝に依頼した。豊島は木更津を
拠点に、内房の金谷や外房の安房鴨川、亀山温泉などでグリーンツーリズムや健康と癒しのツーリズムなど
をプロデュースし地域振興に貢献しているコーディネーターである。
豊島が農山漁村のOJTのプログラムを二子棚田で行ったとき、同コース受講生から地域支援型農業（CSA）

の可能性が話され、高島平の方たちに二子棚田保存会との交流と棚田の保全を提案しようということになり、
高島平総研の堀口氏らに呼びかけを行った。その結果、「まず訪問して二子棚田を見学し何ができるか考え
てみよう」ということになり、交流が始まった。その交流事業を実行委員会形式で行う受け皿団体として、
任意団体・グリーンアンブレラを立ち上げた。

■平成23年10月27日　第1回交流事業

実施者	 ・	高島平総研：堀口氏、石田氏
	 ・	鴨川二子棚田保存会：高田氏、今西氏、池田氏
	 ・	ESD-J理事：森良
	 ・	グリーンアンブレラ：豊島大輝
高島平総研の堀口氏、石田氏が、森、豊島の案内により二

子棚田を訪問。二子棚田保存会の高田氏、今西氏、池田氏と
交流。二子棚田の現状について認識を共有し、棚田を保全す
ることの意義について確認。
鴨川青年の家（県の宿泊研修施設）、曽呂海岸、仁右衛門島等の海辺のフィールドを見学。シニアや子ども

向けの、海と里山を生かした宿泊研修のプログラムを検討。
二子棚田保存会から、棚田をめぐる生物や人の暮らしの現状、保存会の活動などについて紹介。高島平総

研から、高島平の状況ややりたいこと（シニアの生きがいづくり、子どもたちの外あそびのフィールドづく
りなど）について紹介。これらを踏まえて、双方が連携して二子棚田保存のために活動していくことを確認
しあう。自然観察会、多様な生きものが生息できる環境を整備するための手入れ活動、棚田の耕作者を広く
集めるためのアイデアなど、様々な意見を交換。「米づくり以外にも老若男女のニーズにこたえられる多様
でユニークな活動ができそうだ」という感想が高島平メンバーから出された。

二子棚田にて
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■平成24年1月28日　第2回交流事業

実施者	 ・	高島平総研：高島氏、小林氏
	 ・	鴨川二子棚田保存会：高田氏、池田氏
	 ・	ESD-J理事：森良
	 ・	グリーンアンブレラ：豊島大輝
高島平総研の高島氏、小林氏、二子棚田を訪問。二子棚田保存会の高田氏、池田氏と交流、現地周辺を視察。
高島平総研の両氏は、二子棚田の「果樹や水の音など五感と想像力を刺激し創造性をかき立てる要素」と「羽

田や成田に離発着する飛行機が上空を飛んでいき文明も感じさせる要素」のバランスに魅力を見いだし、都内
在住の若手デザイナーの移住プロジェクトというアイデアを提案。東京でデザイナーでは食べていけず派遣の
仕事などで自分をすり減らしている若手デザイナーを移住させる、実現すれば棚田の耕作や生物の環境づくり
のための現地在住の人手も確保される、ということで早速このプロジェクトの検討を開始することになった。

■平成24年2月23日　第3回交流事業

実施者	 ・	高島平総研：堀口氏、石田氏
	 ・	鴨川二子棚田保存会：高田氏、上西氏
	 ・	いたばし地域情報交流センター：杉浦氏、井上氏
	 ・	大江戸ダンス実行委員会：長谷川氏
	 ・	城西国際大学：加藤事務長
	 ・	ESD-J理事：森良
	 ・	グリーンアンブレラ：豊島大輝
高島平総研の堀口氏、石田氏、いたばし地域情報交流センターの杉浦氏、井上氏、大江戸ダンス実行委員

会の長谷川氏の5人が、森、豊島の案内により城西国際大学と二子棚田を訪問。城西国際大学観光学部では、
グリーンツーリズム、ブルーツーリズムなどのプログラム開発やそれを担える人材育成を一つの柱としてお
り、海と里山がある観光地という立地をうまく生かしていくには地域との連携が不可欠ということで、今回
の交流プロジェクトにも全面的に協力いただけることになった。
4月から借りる田んぼ2区画の状況を視察。具体的な連携活動のアイデアを出し合った。
●	 城西国際大学で「二子棚田シンポジウム」の開催
●	「棚田担い手養成講座」などのセミナー開催
●	 中学生リーダーに対し防災教育として七輪を使いこなすトレーニング
●	「鴨川七輪火祭り」で七輪の野焼きと炭焼きを組み合わせ
●	 高島平に隣接する赤塚地区の区民農園利用者を棚田オーナーに勧誘

等々、単に活動を行うだけでなく、棚田で活動することによって新しい価値を生み出していくことが確認さ
れた。

■平成24年2月26日　第4回交流事業

実施者	 ・	高島平総研：高島氏、小林氏
	 ・	二子棚田保存会：高田氏
	 ・	ESD-J理事：森良
	 ・	グリーンアンブレラ：豊島大輝
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高島平総研の高島氏、小林氏が、二子棚田保存会の高田氏宅で行われた「しょう油絞り」に参加、地元の方
たちと交流。「棚田や畑でつくったものを実際にどう加工してそれを生かしていくのか、地域に暮らすとは
こういうことなのだと理解できた」という感想が、高島平メンバーから出された。
今後のさらなる調査と移住プロジェクト具体化への思いが確認された。

3. 事業の総括

■本事業の実績

本事業で、二子棚田保存会運営の棚田2区画の運営が決まり、平成24年4月28日の「田植え」から、二子棚
田と高島平地域のCSA運営が正式に決まった。また、話し合いの会場として活用していた城西国際大学安房
キャンパスとの交流も生まれ、高島平からの団体活動誘致の際は交流拠点として使用できるよう場所の確保
もあわせて行うことができた。

■来年度へのつながり

本事業の開催により、平成24年度からCSAが可能となり、高島平の団体との交流が深まる。また、高島平
地域イベント大江戸ダンスや、いたばし地域情報交流センターとの交流から、鴨川でのイベント開催が可能
になった、鴨川エリアとのイベント共同開催の可能性については、今後、話し合いを継続し可能性を探る。

■総括

本事業の実施により、高島平地域とのCSA（地域支援型農業）開始が正式に実現した。まだまだ手探り状
態ではあるが、棚田から直線距離にして2㎞ほどの城西国際安房キャンパスを交流拠点として、スタートを
切ることができたという意味では結果が出たと言える。今回は交流拠点を整備するための拠点づくりと拠点
確保が主であったが、来年度以降、会議室から棚田へとその交流拠点を移すことで本質的な交流が生まれる
と期待する。

（報告：グリーンアンブレラ・豊島大輝）
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1. 事業概要

【事業目的】
生物多様性を大切にした地域づくりを担う人材育成モデル事

業のひとつに「動物園×生物多様性」をテーマに選び、「世界とつ
ながる生物多様性」を学ぶ拠点として、地域の動物園「愛媛県立
とべ動物園」をどのように活用し「学び」につなげていくことがで
きるかその可能性を検証し追求することを目的とした。

【事業内容】
とべ動物園のスタッフの人たちや、「とべ動物園の動物から考

え、学び、行動する会」として設立された「園DEピース」のメン
バー、小学校教員、中間支援組織とともに、学びの場としての
動物園の可能性とその実施について、3回にわたる研究会の場を
持ち検証した。

【事業の背景】
（1）身近な自然と世界規模の生物多様性をつなぐもの

現在でも子どもたちは学校の「理科」「生活科」「総合的な学習の時間」などの授業時間を活用しながら、近
くの森林に生息する植物や小動物など身近な自然を観察して自然に親しんでいる。しかしそれをどのように
して世界規模の「生物多様性」とその大切さに関する学びにつなげていけばいいのか、東温市立川上小学校谷
川晴香教員はそこに課題を感じ、相応しい学習カリキュラムの検討を開始することとした。

（2）動物園が持っている可能性＝「生物多様性」を学ぶ拠点

「白くまピース」のおかげでメディアに取り上げられる機会が多くなった愛媛県立とべ動物園だがその経済
的実情は厳しいものがあり、地元の大事な動物園をもっと活用できるよう、動物園スタッフと「園DEピース」
メンバーたちは日夜、動物園が持っている可能性を深める努力をしている。その可能性の一つとして、子ど
もたちが「生物多様性」を学ぶ場としてとべ動物園がその拠点になりうるという可能性を探ることとした。

動物園×生物多様性
～世界の生物多様性を学べる動物園に～

3

愛媛県立とべ動物園
NPO法人園DEピース
NPO法人えひめグローバルネットワーク

とべ動物園の人気者、白くまピース
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2. 事業報告

■平成23年8月～ 10月　第1回研究会まで

えひめグローバルネットワーク代表理事竹内が、東温市立川上小学校谷川晴香教員から「小学校教員として
生物多様性をどのように児童に教えていったらいいか、学校の近くの森林に生息する植物・小動物など身近な
自然を観察して自然に親しむことからどのように“生物多様性”への学びに向けたらいいか」相談を受けた。
動物園が学びの場となる可能性についてこれまでもESD的な取組みを小学校で実践してきた元鳥生小学校

校長丹下晴美先生と、「動物園には学びの場として活用していける可能性があり動物の持つ魅力を最大限学
べるようサポートしていきたい」という考えのもとに動物園をサポートする園DEピースの木村和代代表、え
ひめグローバルネットワークから各メンバーが集まり、身近な小動物から地域の生物多様性を学びつつ、世
界レベルの生物多様性を学べるよう、動物園の視察を行うこととした。
四国EPOの「+ESD」登録事業担当の藤野紀子氏、園DEピース木村氏とともに、「四国・ESDフォーラム」を

活用して、本プロジェクトのチーム仲間となりうる教員への参加呼びかけを行うこととし、動物園所在地の
砥部町長訪問、砥部町内小・中学校への働きかけについて連絡調整を随時行った。
四国EPO主催「四国・ESDフォーラム」において、砥部町内でESDについてどのように進めていくか、とべ

動物園においてどのような学びの場が創出できるかについて検討した。

■平成23年10月16日（土）～ 10月17日（日）　第1回研究会

● 場所：愛媛県立とべ動物園、フェアトレードカフェ＆雑貨WAKUWAKU
● 講師：丹下晴美氏（元鳥生小学校校長）、森良（ESD-J）
● 参加者：木村和代氏（園DEピース）、黒河由佳氏（四国CBDネット）、竹内よし子（えひめグローバルネット

ワーク）、藤野紀子氏（四国EPO）、横内悠氏（JICA国際協力推進員）
●	 Watching Zoo Watchers（ワークシートをもとに動物園来場者を観察）の結果について意見交換を行っ

た。それぞれの飼育動物の前でしばらく立ち止まり次に移動するという行動を繰り返す来園者がほと
んどのようで、「何かもったいない。動物園が持っている可能性をもっと生かせないだろうか」との思
いを、各メンバーともにさらに強めた。

●	 ESD的な視点はあったかどうか、「生物多様性」を学ぶ視点を含めてどのように動物園を活用できるか
など意見交換したが、「動物園の飼育係の協力を得ることが重要である」という結論に達した。

●	 動物園を舞台としたESDの展開アイデア検討ワークショップを行い、四国をフィールドに、ESDや生
物多様性の学びを展開する中間支援組織とリーダー的教員による、「動物園×ESD生物多様性」学びの
チームを発足させることができた。

●	 今年度中に2回程度研究会を行い、動物園をフィールドとした授業案を作成し、来年度のカリキュラム
編成に提案することを目指すこととなった。

■平成23年10月～ 11月　第2回研究会まで

ESD-J理事森良氏から、動物園に詳しい人を探すこと、高知県黒潮実感センターや他の動物園など参考に
なる事例を収集していくことなどについてアドバイスを頂いた。
「ESD×生物多様性×動物園」プロジェクトの進捗状況をESD-J理事メンバーに報告・共有し意見交換した。
岡山の動物園、北海道の旭山動物園など、動物園を活用した生物多様性の学びの事例について情報交換した



22　Ⅱ . 「ESD× 生物多様性」人材育成モデル事業

が、動物園で扱う動物が展示動物という枠に入っていることから、地域の学びにつなげていくためにはいろ
いろな工夫が必要であるとの示唆を頂いた。
アフリカから来ている動物について、絵本を通じて、例えば動物が捕えられてきた様子や人びとが動物ととも

に暮らしてきた様子などを学ぶことができるのでないかという学び方の手法の一つについて具体的に検討した。
「生物多様性×害獣」の学びに取り組んでいる中学校の授業参加と意見交換。「生物多様性×動物園」の進捗
状況を共有し、見直しを行った。
愛媛大学教授で愛媛県ネイチャーゲーム協会事務局長の中川祐治先生に依頼し、動物園にてネイチャー

ゲーム実施を決定。

■平成23年12月17日（土）　第2回研究会

● 場所：フェアトレードカフェ＆雑貨WAKUWAKU
● 講師：丹下晴美氏（元鳥生小学校校長）、森良（ESD-J）
● 参加者：木村和代氏（園DEピース）、竹内よし子（えひめグローバルネットワーク）、谷村晴香氏（東温市
立川上小学校教員）

○ とべ動物園とブリストル動物園
	 とべ動物園に移設の際園長が大切にしたコンセプトは、「動物にとって野生のままが一番良い！」「動

物園では野生に似た環境づくりが大切！」であり、そのために36の環境づくり策があった。ここでは、
職員がとべ動物園の理念やZoo Keeperの役割を再確認できた。

	 ブリストル動物園の教育プログラムを紹介することで、小学校のトピック学習における動物園の役割
について確認した。特に、動物園で教育をすることにより、動物に対する理解が深まり、理解が深ま
ることにより愛するようになり、愛するからこそ大事に思うようになり、野生動物や環境や地球の未
来に関心を持つようになるという考えに触れることができた。

○ ジェラルド・ダレル－動物園の構想
	 ジャージー動物園の構想を紹介することで、動物園の重要性、理想の動物園についての考えに触れる

ことができた。
○ 旭山動物園と到津遊園
	 旭山動物園では、廃園の危機に際して、動物園の存在意義、動物園の本質、動物園の役割について再

確認した。到津遊園では、廃園になった後、26万人の市民の署名によって存続することが決定した。
40年の歴史が市民を動かしたのであった。どちらの園も動物園が自然や命に目を向けるきっかけにな
り、そこから、地球という環境を知り、野生動物の保護に関心を持ってほしいという動物園の役割を
再確認した。

○ ブロンクス動物園とエジンバラ動物園
	 ブロンクス動物園 では、環境教育のための展示方法やゴリラの森で育てる環境保全への参加意識を喚

起する工夫についてヒントになった。
	 エジンバラ動物園では、　動物の特徴を詳しく説明する展示方法とエデュケーションセンターでの教育

プログラムについて学んだ。
○ 英語活動と動物とESDについて
	 小学校の英語活動では動物を教材として取り扱うことが多いが、ESDの視点で取り扱うことで、地球

市民としてのものの考え方や生き方を学ぶ機会を与えることになる。子どもたちが動物から持続可能
な未来をつくるために何が大切かを学ぶことができている事例を紹介することで、動物園と教育関係
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者が協働して理想の教育プログラムをつくるという可能性を示唆した。
○ 職員研修の感想
	 とべ動物園の職員は、野生動物の保護だけにとどまらない動物園の教育的な役割を再確認し、ブリス

トル動物園の教育プログラムに関心を示した。今後は、動物園職員の研修と同様に、教育関係者に対
する研修をすることにより、協力して教育プログラムを作成する動きを推進していくこととなった。

	 丹下先生から、動物園の飼育員を対象とした講演内容を紹介してもらい共有した。飼育員が来園者に
動物の特徴や生態などを説明できるようになると、動物園でESD的な学びを深める可能性がある。し
かし、園DEピース木村氏より、動物園は現状では経済的・経営的に非常に厳しい状況にあるため今以
上の負担が飼育員に求められるとやりづらくなるなど課題の指摘もあった。

■平成24年1月～ 2月　第3回研究会まで

絵本をツールとして、小学校中学年を対象とした年間計画
を立てていくことを考案。生物多様性の学び方として、学校の
近隣にある自然や生物と絵本の組み合せを試みる案ができた。
とべ動物園でネイチャーゲームを実施。動物園にいない昆

虫なども題材として含まれていたことで、動物園のテーマ・軸
が多少ぶれた感があったとの指摘があった。地域の生物多様
性との関連性を持たせていく、昆虫などの存在も否定しない方
法でプログラムを組んでいくのであれば、もっと事前事後学習
との組み合わせを行うなどの工夫が必要であり、動物園で行っ
たネイチャーゲーム単独ではつながりの理解を生むのは難しいのではないかという意見が出された。

■平成24年2月25日（土）　第3回研究会

● 場所：フェアトレードカフェ＆雑貨WAKUWAKU
● 講師：中川祐治氏（愛媛県ネイチャーゲーム協会事務局長、愛媛大学教授）
● 参加者：竹内よし子（えひめグローバルネットワーク）、谷村晴香氏（東温市立川上小学校教員）、学生アシ
スタント2名、愛媛大学教育学部6名、中川哲雄（ESD-J派遣スタッフ/取材と記録）

○ 身近な公園でネイチャーゲーム
① 「私は誰でしょう」と「動物交差点」

質問者がぐるりと回って回答者に背中を見せる。背中にはタヌキの絵が描かれたカードが貼って
ある。カードは質問する本人、つまり「わたし」には見えない。
「わたしの足は4本ですか？」「はい」
「わたしは茶色いですか？」「はい」
「わたしは卵から生まれますか？」「いいえ」
こうして質問を繰り返しながら、最後に「わたしはタヌキです！」とカードの絵を言い当てるゲーム。

② 「フィールドパターン」
公園の中にある、木や石や葉っぱなどを観察してそこにあるいろいろな図形（○、△、◇など）を
探してみようというゲーム。（※ ただし人工物はのぞく）

○ ネイチャーゲームの振り返り、プロジェクト全体の総括のための意見交換
例えば①の「私は誰でしょう」を学校の教室で経験してから動物園に行ったら、「タヌキ」になった子どもは、

ネイチャーゲーム「私は誰でしょう」
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「足はたしかに4本ある」「茶色っていっても模様がいろいろあるんだ」等々、実際のタヌキをくまなく観察しよ
うとすることが予想される。ケージの前でちょっと見るだけだった「タヌキ」が、このゲームをすることでぐん
と身近な動物になり興味を持って接するようになるのではないか。
②のゲームについても動物園での応用が考えられる。実際にこのゲームに参加していると、それまでただ

の木や石や葉っぱとして気にも留めなかったものから、しばらくすると様々な形が浮かびあがるように見え
てくる。これは特に子どもの感性にとっては刺激的な体験となるのではないか。動物園で行なえば、動物の
目や耳の形、毛の模様などをじっと注意深く観ているうちにきっといろいろな○△◇が見つかるだろう。そ
うした観察からその動物に対する興味が広がっていくことが考えられる。
この日試みたネイチャーゲームの手法から、動物園は「観察力」や「注意力」を培うのに格好の場所と成りう

ることが見えてきた。そうやって「注意深く観察すること」からその動物に対する「興味」が広がり、「どうし
てこんな形をしているのだろう？」「ここに来る前はどこで暮らしていたのだろう？」「そこはどんなところ
だったのだろう？」「そこでどんな風に暮らしていたのだろう？」「そこでしか暮らせない理由は何かあるの
だろうか？」という「生物多様性の学び」につなげていくことは十分可能であるとの認識に達した。

3. 事業の総括

本事業を実施していくなかで、動物園にいる展示動物としての動物たちと「生物多様性」とをつなげるには、
工夫が必要であることが強く感じられた。しかし、地域の大事な動物園をより魅力のある場所にという思い
は、園側にはもちろん、園をサポートする園DEピースのメンバーにも強く、今後も動物園をESD、生物多
様性の学びの拠点として生かしていく方向で協働作業が進んでいくと思われる。
最終回に行なったネイチャーゲームからは、動物園が子どもたちの「観察力」や「注意力」を培うのに格好の場

所と成りうる可能性が見えてきた。興味を持って観察することは、生き物の「多様性」への「気づき」につながる。
そういった生き物が文字通り「多様」にいることを「見える化」している場所が動物園であり、人間が介在したこ
とで不自然な空間でつくり上げられた特殊な動物の生息地ではあるものの、そこから逆説的に何が自然なのか、
より自然に近い環境にするためにはどのような工夫が可能かを考える機会の創出も可能であると考える。
動物園の機能は、より動物に親しみのある「動物公園」へ、そして「繁殖・保護・環境教育の場」へと進化し

てきている。現在では、娯楽の場としてだけでなく、種の保存と保護、教育、調査・研究といった機能を担
う機関としても期待されているなか、動物園内の動物の種類が多ければ、動物の生活環境の多様性、その生
態の多様性も学べる場所となる。
動物園の毎日のなかに、「生物多様性」がある。絶滅危惧種が多いことから自然破壊を憂う教育へ、また外

国からやって来ている動物が多いことからそれら動物の故郷を想う教育へ、これらは日常の来園者との触れ
合いのなかにあふれている。こうしたことを真摯に受け止める人もあれば意識に残そうともしない人もいて、
そういった相違から各人についてこれまでのあるいは現在の周囲の環境にまで思いが至り、考えさせられる
ことも少なくない。動物園は動物を観察するようで、本当に“WatchingZOO Watchers”、人間の在り方を
考え人間の本質が見えるところでもある。
動物園が持っているこうした特性から学びを世界の生物多様性へと広げられるよう、動物園を訪問する前

後に、絵本などを活用したり、ネイチャーゲームなどの手法も活用したりしながら、教育プログラム作成に
取り組んでいきたい。

（報告：えひめグローバルネットワーク・竹内よし子）



　Ⅲ．
東日本大震災と

「ESD×生物多様性プロジェクト」
2011年3月11日に発生した東日本大震災と原発事故を機に、現在の社会の脆弱性が明
らかになり、暮らしや社会システムに関する意識に大きな変化が生まれました。科学技
術とどう付き合うのか、社会に必要なものをどう賄うのか、自分たちの暮らしをどうつ
くっていくのか、そして社会のルールをどうつくりなおしていくのか。対話の場づくり
を通して持続可能な社会を再構築する力を人びとのなかに生み出していくことの大切さ
が、改めて問われなおしています。この点において、「ESD×生物多様性」の視点が果た
す役割は小さくないと考えます。
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1. ESD-J全国ミーティング2011

東日本大震災から3ヵ月を経た6月、仙台広域圏ESD・RCE運営委員会と宮城教育大学の協力を得て、震
災復興と生物多様性をテーマとした『震災復興×生物多様性×ESD 全国ミーティングin仙台』が開催されまし
た。震災以降、多くのESD関係者たちが被災地での救援活動・復興活動に取り組み、また全国各地で支援活
動を行ってきました。それらの情報共有と今後のESDのあり方について、被災地において被災者のお話を直
接うかがい一緒に考えていきたいと、宮城教育大学の全面的な協力の下、仙台開催が実現しました。
当日は、北は北海道から南は沖縄まで全国から約150人の参加者が集まり、仙台市教育委員会やNPO法人

森は海の恋人、くりこま高原自然学校、南三陸町歌津の結組織・伊里前契約会など、ESDを通してつながり
のある被災地の方たちから現状を報告いただき、ESDのネットワークとしてできることを2日間にわたって
議論しました。

日時：2011 年6 月25 日（土）～ 26 日（日）
場所：宮城教育大学（仙台市）
主催：ESD-J
共催：仙台広域圏ESD・RCE運営委員会
後援：宮城教育大学
助成：地球環境基金
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プログラム　

1 日目　進行：池田満之（ESD-J理事）

12:30　あいさつと趣旨説明

12:45　【報告と問題提起（第1部）】 　テーマ：いのちと多様性をもとにした再生のために
	 報告1：森と海を大切にした地域復興の取組み
	 	 	 畠山信さん（森は海の恋人副理事長）
	 報告2：地域資源と人材を活かした復興住宅や経済復興の試み
	 	 	 佐々木豊志さん（くりこま高原自然学校校長）
	 登壇者および会場参加者間の意見交換
	 ◆ コーディネーター： 小金澤孝昭（ESD-J理事/宮城教育大学教授）

14:10　休憩

14:25　【報告と問題提起（第2部）】 　テーマ：地域コミュニティ主体の再生のために
	 報告3：震災から見えてきた学校と地域の連携によるESDの意味
	 	 	 伊東毅浩さん（気仙沼市教育委員会学校教育課長補佐兼指導係長）
	 報告4：南三陸町歌津の地域復興に向けた試み
	 	 	 千葉正海さん（南三陸町歌津伊里前契約会会長）
	 	 	 阿部正人さん（南三陸町伊里前小学校教諭）
	 	 	 登壇者および会場参加者間の意見交換
	 ◆ コーディネーター： 大島順子（ESD-J理事/琉球大学准教授）

15:50 　【初日全体総括】 　4組の報告者によるコメントと会場からの意見

16:05 　【翌日分科会にむけた問題提起】
	 問題提起1：被災地を支援する国際協力NGOのネットワーク
	 	 	 阿部真理子さん（外務省NGO相談員/IVY国際ボランティアセンター山形理事）
	 	 	 竹内よし子（ESD-J理事/外務省NGO相談員/えひめグローバルネットワーク代表）

16:20　終了（16:30 ～ 18:00 ESD-J年次総会）

2 日目　進行：森良（ ESD-J理事）

10:00 　【分科会に向けた問題提起】
	 問題提起2： ESD-J2014年目標と行動計画案の紹介
	 	 	 池田満之（ESD-J理事/岡山ユネスコ協会理事）
	 問題提起3：中越復興の経験より
	 	 	 阿部巧さん（中越防災安全推進機構復興デザインセンターチーフコーディネーター）

11:00 　【分科会】

14:00 　【総括と今後に向けて】

15:00　終了
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【プログラム1日目】

■報告1：森と海を大切にした地域復興の取組み
畠山信氏（森は海の恋人副理事長）

震災のときは、漁師の“命”である漁船を津波から守るために漁港から沖へと向かい、海上で津波に遭いま
した。何とか助かって自分の唐桑集落に戻るまで4日かかりました。
「森と海をつなげた復興について話をしてほしい」ということですが、現実はそんなに甘くないです。これ
からどのように生活を成り立たせていくかについては、皆さん一緒に考えてほしいと思います。
生産者としては心が折れること、地域としてはそれによって人が流出していってしまうことが一番つらい

です。雇用がなくなると人がいなくなります。仮設住宅には2年間という期限があって、その間に復興住宅
をつくらなければなりません。せっかく何もなくなったところでの地域づくりということで、地元の資源を
使って家を建てる、地元の木を使う、それが産業にならないだろうかと考えています。
そのようにして地元の資源を使った持続可能なエコタウンづくりを考えています。モデルタウンになって

視察を受けるようになればそれもまた雇用につながると思います。
全部で52軒あった集落は津波で流されて4軒しか残りませんでしたが、「集団移転してエコタウンをつく

りましょう」という案に全員が賛成してくれました。元々強固なコミュニティが存在していた集落だったこ
とも、大きな駆動力になっています。

畠山信（はたけやままこと）　　
森は海の恋人副理事長。
1978年気仙沼市生まれ。地元の高校を卒業後、CW.ニコルが実習長を務める専門学校に入学。卒業後、
鹿児島県屋久島で環境教育に携わる。帰郷し、牡蠣漁師として生活しながら2009年にNPO法人森
は海の恋人を設立。2011年3月、東日本大震災による大津波で被災。全国各地から訪れるボランティ
アの受け入れ調整に奔走。2011年4月29日には震災復興に関する緊急現地シンポジウムを開催。

■報告2：地域資源と人材を活かした復興住宅や経済復興の試み
佐々木豊志氏（くりこま高原自然学校校長）

3年前の岩手内陸部地震で自分が被災したので、今回は被災者の方たちの気持ちがよくわかります。そこ
で何ができるのか。地域に入って被災者としっかりつながりそこの人たちの生の声を聞いていかないと真実
はわかりません。
仮設のプレハブ住宅を建てる際、地元にある資源をもっと生かせばグローバルなお金を使う必要がなくな

ります。地元にある資源をベースにし、地元にふんだんにある森林資源、地元の大工や工務店を使っていく
べきです。プレハブだけできても、地域に経済が生まれなければ復興にはなりません。
灯油が流通しなくなった災害直後は、ペレットストーブを避難所に設置して歩きました。そうやって森林

をエネルギーに変える動きをつくれば、産業が生まれて地域に雇用が生まれます。ペレットをつくる工場が
できて、ペレットストーブに関わる産業ができて、そこにまた付随する新しい産業ができていく。目の前に
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ある資源を生かすことで、できるだけ外にお金やモノが逃げない、逆に外から外貨が入ってくるような仕組
みを、みんなで知恵を出しあって考えていきたいと思っています。

佐々木豊志（ささきとよし）　　
くりこま高原自然学校校長。
岩手県生まれ。学生時代に野外運動を専攻し、野外教育の事業化や、野外教育や環境教育など
の全国的ネットワークの立ち上げや交流に関わる。96年、私費を投じて「くりこま高原自然学校」
を設立。農的な暮らしを基本に自然と共生し持続可能な豊かな暮らしを創造する〝人〟と〝社会〟
づくりの実践の場づくりに取り組んでいる。

コーディネーター：小金澤孝昭（こがねさわたかあき）
ESD-J理事/宮城教育大学教授/国連大学高等研究所客員教授。
専門は人文地理学・地域経済論・持続発展教育学。自然に立脚した生業によって成り立つ農林漁村と、消費
中心の都市とのつながりの重要性を説く。食農教育の第一人者。FEEL 杜の都市民環境教育・学習推進会議
委員長、仙台いぐね研究会代表世話人、NPO法人環境保全米ネットワーク理事長、仙台広域圏ESD・RCE運
営委員会委員長など、地域社会と連携した活動にも精力的に取り組んでいる。1952年東京生まれ。

■報告3：震災から見えてきた学校と地域の連携によるESDの意味
伊東毅浩氏（気仙沼市教育委員会学校教育課長補佐兼指導係長）

震災が起きたときは、市役所の屋上から津波に流されていく車を見ていました。一夜明けて、避難所になっ
ている気仙沼中学校まで歩いていきました。およそ450人の方が、カーテンをはずして皆でくるまったりし
ながら震える夜を体育館で過ごしたあとでした。様々な地域から、水産加工所で働いている外国人も含めて
見知らぬ人たちが避難していました。この寒さのなか体育館でもう一晩は過ごせないと思い、校舎の中に入
れてもらうよう校長先生に依頼しました。学校に「村」をつくるしかないと思いました。グループをつくって
代表者を決め全体の名簿を作成し、グループごとに教室に入ってもらい各教室の班長と副班長を決めてもら
いました。
校庭にも車で避難してきた人たちがいました。初めの数日は車のほうが温かくてよかったのですが、その

うちガソリンが尽きて車の人たちも避難所に入り始め、最終的には800人以上にまで増えました。部屋割り
をめぐる議論が出てきて、自治会ごとの部屋にしてほしいという意見、ここに来て知り合った人と別れたく
ないという意見、等々、できることから解決していきました。
教室に地域の人たちが入ったことで、中学生にも不便をかけています。でも地域の人と中学生が共生する

なかで、一緒にテントをつくったりしています。こうして交流が生まれていき、今では避難所の中が充実す
るようになってきています。子どもたちには、“人間は一人ではない”ということ、“大人と子どもが一緒に
いることが当たり前だと感じられる暮らし”の素晴らしさ、“この町とこの国とこの世界、そしてこの星をつ
くっていくのは自分たちなんだ”ということを、この機会に伝えていきたい。
気仙沼市では、過去～現在～未来へと続くESDを地域に支えられてやってきました。ずっとあり続けていく

地域は “縦の糸”、その中で小学校時代や中学校時代にそれぞれの人がお世話になる学校は“横の糸”、その縦
と横の糸が織り成した布がESDであり、地域はそれに包まれていくものなのではないかと私は思っています。
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伊東毅浩（いとうたかひろ）
気仙沼市教育委員会学校教育課長補佐兼指導係長（指導主事）。
宮城県気仙沼市出身。福島大学を卒業後、気仙沼市立松岩中学校で教職をスタート。歌津中学
校、唐桑中学校、気仙沼支援学校を経て、平成22年度より現職でESDを担当。気仙沼演劇塾う
を座事務局長。

■報告4：南三陸町歌津の地域復興に向けた試み ①
阿部正人氏（南三陸町伊里前小学校教諭）

海から見ると伊里前の町は津波でなくなってしまい、伊里前小学校だけが残っている状況です。学校では
震災前から、ホタテやワカメや牡蠣の養殖などの体験学習を、地元の漁協や水産会社、公民館と連携したプ
ログラムで行ってきました。震災が起きたのはちょうど下校時で、海に近いJRを利用する子どももいたので
すが、駅員が学校まで連れてきてくれたり、スクールバスの運転手が学校に戻ってきてくれました。津波が
来たのはその直後。地域の人たちの機転と判断が子どもたちを助けたということです。
小学校よりも高台の歌津中学校が避難所になりました。そこも地域の人たちに支えられました。当日の夕

方から小さなおむすびを食べることができたし、発電機を運び入れてくれた人もいました。日常のつながり
が非日常に生きるのだということを強く実感しました。
これまで広げてきたネットワークにもとても助けられています。RQ市民災害救援センターとも早い段階

でスムーズにつながることができたし、伊里前契約会の漁業関係の方たちも大勢関わってくれました。私か
ら見た伊里前契約会は、まさに生きる力を実践している人たちです。何より感動したのは、被災者でありな
がら「孫やひ孫のことを考えてやらなければならないことをやる」と、未来のビジョンを描かれていることで
す。お互いを尊重する仲間がいて、合意形成をしながら動いています。その活動は、まさに“冒険教育”・“実
行型市民”と言えるのではないでしょうか。

阿部正人（あべまさひと）　　
南三陸町伊里前小学校教諭。
玉川大学農学部を卒業後、東京都子ども会連合会事務局を経て，宮城県立気仙沼養護学校に採
用。面瀬小学校では，面瀬川やミミズを使った環境教育プログラムの作成に関わる。鹿折小学
校では、突きん棒漁を教材化した。地域や専門機関と連携した教材開発を進めている。

■報告4：南三陸町歌津の地域復興に向けた試み ②
千葉正海氏（南三陸町歌津伊里前契約会会長）

地震のあと、私は船に乗って沖に逃げました。海上で何も情報が入らないまま夜が明けて、衛星電話を装
備している船がそばを通ったので自分の集落のことを尋ねると、「何も残っていない、伊里前はなくなった」
という答えが返ってきました。なんとか陸に上がり、避難所になっている歌津中学校までのぼっていって、
そこで伊里前契約会のOBでもある前町長の牧野さんに会いました。牧野さんは私にこう言いました。「何百
年も続いてきた町にはもう誰も住めないだろう。歌津中学校の上の土地を契約会の会長であるお前に任せる
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から、そこに新しく伊里前の町をつくってくれ」。この言葉
でその後のすべてが決まりました。
伊里前契約会の歴史は江戸中期の元禄6年頃までさかのぼ

ります。川も海もあって、山を伐採して燃料にして、それ
から冠婚葬祭にお伊勢参り、こういったことを共同で行な
う“結っこ”が、震災前までずっと続いていました。77世帯
のうち今回の津波で74戸が流されました。5人の方が亡くな
り、8人が行方不明のままです。何代にもわたって薪を取っ
て子孫を増やしてきた町です。今、30町歩ほどの土地を歌

津中学校の高台に確保し、神社や商店街、隣近所の付き合いのある町をつくり直すために動きはじめていま
す。元禄の頃の町割りでなく平成の町割りを、伊里前契約会で持っている財産をみんなに無償で提供し、何
年かかるかわからないけれど子どもたちに残してもう一回町づくりをしたい。この伊里前で、先代がやって
きたようにみんなで手を取り合って助け合ってまた新しい町をつくるために、会員一丸となってがんばって
います。

千葉正海さん（ちばまさみ）　　
南三陸町歌津伊里前契約会会長。
小さい頃から機関長だった父親にあこがれ、気仙沼水産高校を卒業後，北洋トロール船に機
関員として乗船。度重なるエンジンの故障，修理を迅速に処置し全国から集まった船員達か
ら絶大な信頼を得てきた。その後、故郷に戻り、牡蠣養殖業を営み30年を経過、今回の震災
に見舞われた。伊里前契約会会長と伊里前自主防災会副会長として震災後の対応に追われて
いる。家族離ればなれの生活が80日続いたが、現在は平成の森仮設応急住宅に家族5人で生活している。世
界の港町を見てきた経験から、景観の美しい町作りを模索している。

コーディネーター：大島順子（おおしまじゅんこ）　　
ESD-J理事/琉球大学准教授、琉球大学観光産業科学部観光科学科准教授。（社）日本ネイチャーゲム協会。
NPO法人国頭ツーリズム協会顧問。沖縄やんばるの海と山に囲まれ自然の恵みに支えられた生活文化が残る
国頭村に住み、個人と地域の意識変容に着目しながら、村人たちと地域資源の持続的な保全と活用を探る地
域づくりにじっくり熱く取り組む。次代を担う学生の成長をみることで元気をもらう毎日……!?

■問題提起1：被災地を支援する国際協力NGOのネットワーク
阿部真理子氏（外務省NGO相談員/IVY国際ボランティアセンター山形理事）

NGOとして国際協力を20年ほど続けてきましたが、今回の震災ではこの経験を基に支援活動を展開して
います。NGO相談員のネットワークにも被災地支援では助けられています。
震災発生当初は公に避難所となっているところを主に回っていましたが、その行き帰りに見かけたり偶然

出会ったりした個人の方の避難所やお寺など、行政の手が届いていないところに関わるようになりました。
そのなかで、被災者から将来への不安の声を聞くようになり、キャッシュ・フォー・ワークの活動をスター
トさせました。スマトラ沖地震の際にも実践された国際協力の手法で、被災者を復興事業に雇用し賃金を支
払うことで被災地の円滑な経済復興と自立支援につなげるというものです。
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仕事や職場を失った地元の人を雇用し、田んぼの泥上げや高齢者宅の泥かきなどを行なっています。重要
なポイントになるコーディネーターも地元で採用し、チームの運営全般、雇用者の面接や採用決定、作業す
る場所の選定など多方面にわたってコーディネートをしています。
「親が毎日仕事場に出かけていく姿を見るだけで安心する」という子どもの声も届いてきています。今後は、
できたら将来の生活につながるような展開を考えていきたいと思っています。

その後、外務省のNGO相談員でもある竹内よし子さん（えひめグローバルネットワーク）からも、モザン
ビーク支援の経験などから、大事なのは仲間たちのネットワークとそれをコーディネートしていく力だとい
う話がありました。

阿部真理子（あべまりこ）　　
認定NPO法人国際ボランティアセンター山形理事、外務省NGO相談員。
1998年、IVYフィリピン部門スタッフとして、活動を開始。2002年国際理解教育・環境教育
部門担当理事に就任。今回の震災支援活動においては、事務局を担当。現在も1週間に一度の
割合で、事務局長と共に現地に通っている。02年より外務省NGO相談員副担当として、東北 6
県からの相談に応じている。

竹内よし子（たけうちよしこ）　　
ESD-J理事/えひめグローバルネットワーク代表/外務省NGO相談員/四国NGOネットワーク代表、日本・モ
ザンビーク市民友好協会代表。
愛媛県出身。1998年から市民活動を開始。現在、四国地域における「国際」「環境」「ESD」をキーワードに自
治体や学校との協働、NPO/NGOの連携を促進している。

【プログラム2日目】

■問題提起2： ESD-J2014年目標と行動計画案の紹介
池田満之（ESD-J理事/岡山ユネスコ協会理事）

東日本大震災を契機に、社会の在り方や暮らしの在り方への意識が変わりつつあります。地域を担う人た
ちが社会を担う主体となり、地球市民の視点を持ちながら自治の力をつけていくこと、あらゆるセクター
が地域の様々な課題に対し主体的につながり合って問題解決に向けて動いていくことを目指す。これが、
ESD-J2014年の達成目標としていちばん大きな柱になります。現実には、こうした場づくりのためのコーディ
ネーターが重要な役割を果たすことになるでしょう。コーディネーター育成の在り方やコーディネーター間
の情報共有のための協議会のようなプラットフォームが、地域や全国レベルでできると望ましいと思います。
重点目標としては3つ。1つ目は、学校教育におけるESDが推進されること。文科省や教育委員会等からの

トップダウンだけで進められても学校の負担になるだけです。学校現場に混乱を招かずにESDが取り入れら
れていくように考えなければなりません。



2つ目は、ESD推進を担うコーディネーターの育成と社会化。こうしたコーディネーターの位置づけや、
財源の確保、連携できるプラットフォームづくりの整備が必要です。財源については国の予算を当てにする
のではなく、地域のなかで地域の人を育成していけるような、地域のなかでお金を生み出す仕組みづくりを
していくことが必要だと思われます。
3つ目は、SDの広報と、ESD実践者および推進組織がつながるインフラの構築。メディアを通してESDの

情報を発信できるようにしたい。＋ESDをもっと活用し、NGOの視点から育てられるような取組みをして
いければと考えています。
以上これらの計画案は未完成です。「これが絶対」と決めつけるのはESDではありません。多様な意見を生

かしていきたいと考えています。

池田満之（いけだみつゆき）　　ESD-J副代表理事/岡山ユネスコ協会理事/技術士/環境カウンセラー
吉備国際大学・環太平洋大学・ノートルダム清心女子大学・岡山大学の非常勤講師を兼務し、大学等でESD
の講義や研修を行っている。旭川流域ネットワーク世話人や岡山市立京山中学校評議員なども担いながら、
岡山市京山地区ESD推進協議会会長などとして、地域コミュニティ単位のESD推進に精力的に取り組んでいる。

■問題提起3：中越復興の経験より
阿部巧氏（中越防災安全推進機構復興デザインセンターチーフコーディネーター）

2004年の新潟県中越地震の際に、復興活動の中間支援組織“中越復興市民会議”の設立に参加し、以後コー
ディネーターとして被災集落の復興支援に取り組んできました。
今回の震災と中越のときとの相違点としては、地域性と犠牲になった方たちの数が桁違いだということが

挙げられるでしょう。もちろん忘れてならないのが原発被害の不透明性。あと、復旧がなかなか進まないと
ころに復興の話ばかりが先に動いてしまっているように個人的には感じています。
避難生活と被災からの復興を考えるとき、コミュニティづくりは欠かせません。コミュニティの単位は地

域を指すだけではなくて、仕事や趣味の仲間もあるでしょうし、避難所でできた新しいつながりもあるでしょ
う。“地震があったからこその人のつながり”は、中越の際にも大きな要素となりました。そういった多様な
コミュニティの姿を、復興プログラムのなかにしっかりと組み込んでいく。生活支援と同時に“コミュニティ
支援”が必要だということです。個人が直に行政と接する形はいろいろと負担も大きくなりますが、そこに
ワンクッション“コミュニティ支援”が入ることでスムーズに動くことも多いと思います。
ただし、諸々の制度や仕組みの中での支援というのはどうしても画一的になりがちで、そこからはじき出

される人たちにとっては“暴力”になってしまう可能性が常にあります。だからこそ、制度ではないところで
動くボランティアの人たちくらいは被災者に何かを強いることはやめにして、とにかく一人ひとりと向き
合ってほしいと思います。一括りに“被災者”という枠でとらえるのではなく、それぞれの人が“生きた歴史”
を持っているという当たり前の現実を決して忘れないこと。前の日に言っていたことと今日になって話が違
うこともあるかもしれませんが、そういった、一人ひとりの揺れる気持ちにあくまでも寄り添っていくこと
が大切だと思います。
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阿部巧（あべたくみ）　(社)中越防災安全推進機構復興デザインセンターチーフコーディネーター

新潟県長岡市在住。2004年新潟県中越地震の際に、復興活動の中間支援組織「中越復興
市民会議」の設立に参加、以後コーディネーターとして被災集落を復興支援。2008年よ
り現職となり、復興支援・中山間地域支援のコーディネーターの育成事業等に取り組む。

■分科会
午後からは、1日目の問題提起も踏まえ大きく2つのテーマについて分科会形式で話し合いました。
・被災地に集約的に現れている解決の方向性
・それをどう世界に発信していくか
話し合いの結果を「わたしたちができること」に集約し、最後に再び全体で集まって、それぞれの分科会で

出された「わたしたちができること」を共有します。

＊ 各分科会で出された意見
「行政が担えない公共をどう担っていくかがポイント」
「地域に根ざした雇用をつくっていくことが大切」
「マッチングにズレを起こさないために今の被災地のニーズをどう把握していくか？」
「支援のやり方にはある程度ユニバーサルなデザインが必要」
「自分ごと化していく作業をずっと考えていかなければならない」
「被災地とのつながりをキープしていくこと」
「支援する人たちを支援することも必要」
「支援される側と支援する側という構造を変えないといけない」

＊ 分科会後に集約・共有された「わたしたちにできること」
・現場を見る。
・被災地と顔の見える関係を築く。
・経験を蓄積して語り継ぐ。 → 語り部事業
・記録写真・映像等も含めた事例集を作成する。
・現地のニーズを外部につなぐ。 → ファシリテーター
・多様な人の声を生かす → 誰でも入れるオープンな場づくり 
・教育の見直し、組立て直しを行なう。 → 現実を知って共感して動けるような授業
・新たな「復興支援復興センター」の設立。
・支援物資のユニバーサルデザイン化。

2日目進行　森良（もりりょう）　　ESD-J理事/NPO法人エコ・コミュニケーションセンター代表
学びと参加をつなぐコーディネーター。子どもたちの自然教室のボランティアリーダーを10年、環境教育・
環境まちづくり・市民参加を応援するNPOを15年実践してきた。これからは日本とアジア地域でのコーディ
ネーター育成に力を注ぐ。
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2日間にわたった全国ミーティングの最後に、ESD-J理事の三隅佳子さん（北九州ESD協議会）から総括の
言葉がありました。

「東京を離れて初めての全国ミーティングの意義は本当に大きかった。宮城教育大学はじめ関係の皆さん
にお礼申し上げる。“3.11を持続可能な社会の創出にどうつなげるか？ ”、この2日の間にこれが少しは見え
ただろうか？　今、世界の目が日本を注目している。今こそESD！　今回のミーティングの結果を私たちは
世界じゅうに向けて発信しなければならない。私たちに何ができるかを一人ひとりが持ち帰り、そして伝え
ていきましょう」
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分科会の様子

全体会で共有したこと



 		  被災地視察 ～ ボランティア活動参加

全国ミーティング翌日の6月27 日（月）、有志のメンバーで、宮城県南三陸町から岩手県の陸前高
田周辺まで被災地現地の視察を行ないました。
視察地はまず、全国ミーティング登壇者の一人阿部先生がお勤めの伊里前小学校。津波が校庭ま

で押し寄せた当日からその後校庭に仮設住宅が建てられるまで、校長先生から貴重なお話を伺いま
した。子どもたちの授業も見学させてもらいました。今のところ不登校などはないそうですが、震
災後、親戚の家から避難所、さらに仮設住宅へと移動を繰り返さざるをえない状況、遊び場もなく
なり総合学習の目玉だった海での体験活動もできなくなり、肉体的にも精神的にも相当ストレスを
感じているはずの子どもたちに、今後の心のケアがとても大事になっていくでしょう。
次に、同じくミーティング登壇者、畠山さんの「NPO法人森は海の恋人」を気仙沼市唐桑集落に訪

ねました。津波で流されてしまった牡蠣の養殖いかだを新しく組み直している地元の漁師の方たち
の姿が印象に残りました。
その後、宮城から岩手へと県境を越えて海沿いの道を陸前高田まで北上しながら、周りに広がる

あまりに大きな津波の傷跡に、視察メンバーたちは声もなくして見入りました。

次の6月28日（火）には、5人のメンバーが、RQ市民災害救援センターの行なう被災地支援活動に実
際に参加しました。津波に遭った個人宅の瓦礫撤去作業です。重機が入れない山の中腹にあり（津波
は川を遡って押し寄せました）、人の手で行なう以外に方法がありません。
前日までの雨は朝のうちに上がり日差しがどんどん強くなっていくなか、小まめに水分をとりな

がら、折れた柱や濡れた畳などを少しずつ片づけていきました。
「大勢でやればきれいになるんだと思う反面、まだまだ道のりは長いと実感しました」
「大きなことはできない。被災者と一緒に小さなところからやることが必要なのだと感じました」

全国ミーティング最後に共有された「わたしたちにできること」の一つ、「現場を見る」、早速その
実践とも言える“現地視察～ボランティア活動参加”になりました。被災地現地で見たことやお聞き
した話、あるいは瓦礫を片づけながら感じたことを、これから一人ひとりが、それぞれの方法それ
ぞれのネットワークで伝えていくことになります。

ボランティア作業の様子
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番外編
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2. 震災復興に見る「ESD×生物多様性」（『ESD×生物多様性しんぶん』より）

地元のリソースを生かして地元に産業が生まれる復興の形を

NPO法人森は海の恋人副理事長　畠山信

津波直後の海の状況は、流されてきたホタテ貝が木に引っかかっ
ていたり、本当にひどい有り様でした。これは当分どうにもならな
いのではないかと正直思っていたのですが、1ヶ月もすると様々な
生き物が海に戻ってきました。海は強いです。津波があったからと
いって海を恨む気持ちはありません。われわれ生産者は海に生かし
てもらっていますから。その海の再生をしなければということで、
生きものの調査も進めようとしています。
震災復興後のこれからの雇用については、津波のことを考えると

海だけでは不安で、もっと多角的に展開していく必要を感じていま
す。その一つとして、林業があります。仮設住宅には2年間という
期限があって、その間に復興住宅をつくらなければなりません。せっ
かく何もなくなったところでの地域づくりということで、地元の資
源を使って家を建てる、地元の木を使う、それが産業にならないだ
ろうかと考えています。設備投資にあまりお金のかからない観光業
としては、油吸着マットを使って津波後の漂着ごみを拾い集めなが
ら行なうシーカヤックのツアーも企画しています。
ここの特産の牡蠣についてはこんな話もあります。ヨーロッパで牡蠣漁の盛んなところといえばフランス

やスペインがありますが、以前そちら方面の牡蠣が病気で大変な状況になったときに支援したことがあるん
です。そのお返しに、「今度はうちが宮城の牡蠣を助ける番だ」と言ってきてくれています。
実は私の友人がやっていたスタンドバーが、津波でダメになってしまいました。そのお店をスペインのバー

ルみたいな形で、あちらが支援してくれる牡蠣も使わせてもらいながら、地元の人が気軽に集まって楽しめ
る「オイスター・バー」としてリスタートできないだろうかと考えています。
津波の前は、国道沿いに大きなショッピングセンターばかりが建っている状況でしたが、そうではなくて、

地元の材、地元の人、地元のリソースを生かして地元に産業が生まれるような持続可能なちっちゃな街、こ
じんまりとしたコロニーのようなエコタウンづくりを、この震災・復興を機に目指していければと思います。
もちろん、ヨーロッパの牡蠣漁師の人たちのようにつながれる人たちとはどんどんつながりながら。他にも
太陽光パネルを提供してくれる人、バイオマスエネルギーについて教えてくれる人、などなど、いろいろな
人たちが多様な形で協力を申し出てきてくれています。

視察者に養殖の説明をする畠山さん



手のひらに太陽の家プロジェクト

～地域の生態系を活かしてエネルギーも産業も地域で循環していくエコタウンを

くりこま高原自然学校校長　佐々木豊志

震災直後、電気も灯油もなくて凍えている状況だと聞い
て、「じゃあ電気も灯油もいらないペレットストーブを設
置しよう」と各避難所を走り回りました。そうして避難所
の現状を見ながら、みなさんがいずれ移り住むことになる
仮設住宅について考え、その問題点が見えてきたんです。
まず従来の仮設住宅は結露がひどい、寒さ対応が十分

じゃないなど住環境の問題が挙げられます。それと、数や
場所に合わせて抽選でばらばらに入居が決まることでコ
ミュニティが維持できなくなってしまう問題。環境面でい
えば、輸入資材を利用して地球環境への配慮がなされてい
ないし、利用が終了する2年後には廃棄という問題も待っ
ています。何よりも、東北には森林資源がたくさんあるのに建設が大手業者中心に進められてしまって地元
経済への貢献がほとんどないということ。住宅だけできても、地域に経済が生まれなければ本当の復興には
なりません。
2009年に、「国産材の活用促進による持続可能な地域社会の実現」というミッションに賛同してくださる

人たちと日本の森バイオマスネットワークを立ち上げました。そのネットワークで何ができるかみんなでア
イディアを出し合いながら、地元の森林材を活用した住環境を提供しコミュニティの機能を維持したまま入
居できる“手のひらに太陽の家”の実現に向けて動きはじめました。大手企業ではなく、地域の自然学校・木
材会社・工務店・製材所の人たちが普段からの信頼関係をベースにしたネットワークを生かして、細かく素
早くプロジェクトを進めています。オープン後は、震災遺児や母子家庭、高齢者などの社会的弱者を優先的
に救済し、被災者同士が助け合いながら安心して暮らせる場を提供していきたいと考えています。
国内有数のアウトドア製品メーカー株式会社モンベルさんからの支援を始めとして、100％民間ベースの

プロジェクトです。入居者に対する長期的な支援を行っていくためには引き続き幅広い皆様からのご支援が
必要です。
豊かな森林資源を住宅材とするだけでなく、二酸化炭素を増加させない木質バイオマスエネルギーとして

活用していくことまでつなげれば、そのエネルギープラントで雇用も生まれます。地域の生態系を生かして
エネルギーも産業も地域で循環していくような「エコタウン」をつくって、東北発の新しい復興のモデルとし
ていきたい。今後、津波に遭った各地で高台移転の話も進むかと思いますが、南三陸町の歌津で高台に集団
移転する新しい町は、“手のひらに太陽の家”をモデルにした「エコタウン」にしようという案も動きはじめて
います。
2012年3月末現在、第1棟目の“手のひらに太陽の家”が宮城県の登米市で着工中です。4月29日には上棟

式を執り行い、竣工は6月、居住者受け入れは7月開始を目指しています。すでに福島県内で放射線からの避
難を余儀なくされている子どもたちを中心に居住希望があり、事前に交流のイベントなども開催し、現地を
見学してもらっています。
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手のひらに太陽の家の模型
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海と田んぼからのグリーン復興の今、そしてこれから

〜生態系からの恵みを生かして、人・海・田んぼ　そして森のつながりから復興を考える〜

東北大学生命科学研究科　中静 透

東北大学生態適応GCOEでは、東日本大震災が起きる前から、生態系や生物多様性の重要性を主張し、企
業やNGOの方たちと持続的な生態系の利用を考えるコンソーシアムを結成してきました。震災後、自分た
ちにできることは何か議論するなか、この地域の復興には生態系の持続的利用欠かせないという視点から、
「海と田んぼからのグリーン復興プロジェクト」を始めることにしました。

今回、津波で大きな被害をうけた三陸海岸や仙台湾という地域では、生活や産業、文化に至るまで、海の
恵みが最大限に利用されてきました。その海の恵みは、川を通じて山や森や田んぼにつながり、それらがこ
の地域の魅力ともなっています。こうした生態系の豊かさや生物多様性を育む“グリーン復興”を行うことで
復興がより着実で力強くなると考え、これを「グリーン復興宣言」として、5月22日の生物多様性の日に発表
しました。土木工事中心の復興だけでなく、生態系の持続的利用や、本来の回復力を生かした農林水産業の
復興、エネルギーを含む地産地消などを最重視した復興の提案になっています。
津波の被害を最も強く受けた生態系は、干潟、藻場、海草場などの沿岸生態系です。これらの生態系は水

質を浄化してくれるだけでなく、様々な水産生物の餌となる生物が生息し魚が産卵する場にもなっているな
ど、水産資源を涵養する機能も持っています。今回の津波によって、干潟や藻場などの海底地形が大きく変
わりました。こうした場所の震災後の生物をモニタリングすることで、生態系の回復の様子を知ることがで
きます。
一方で、地震による地盤沈下で干潟のようになってしまった場所もあり、こうした土地を干潟や藻場とし

て自然再生させることによって水産資源を増やしたり、エコツーリズムの場としたりすることも、復興のオ
プションとして考えるべきではないでしょうか。

NPO法人田んぼの岩渕成紀さんをリーダーと
するグループは、ふゆみずたんぼでの経験を生
かして、津波で被害を受けた水田の瓦礫を人力
で取り除き、湛水したあと田植えをして、1年目
から収穫までこぎつけました。収穫量が震災前
よりも多いというおまけつきです。岩淵さんに
よれば、心配された塩分は湛水によってほとん
ど無害となり、逆に津波が運んできた堆積物が
イネの生育に大きくプラスしたということです。
以前から浦戸諸島での生物調査を行ってきた

東北大学の河田雅圭さんは、その調査で得たデー
タを使い、エコツーリズムなどのリソース開発

を試みています。浦戸諸島は日本の白菜の発祥の地であることが分かり、そうした歴史と地域特有の産物も
生かしたツーリズム開発ができないかと模索しています。
最近打ち出された三陸復興公園の基本理念として、“グリーン復興”というコンセプトが使われています。

私たちも協力して生態系の力を利用した復興を進めたいと考えています。

津波がたんぼに残した瓦礫を人力で片付ける
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